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SBR KS BaARVRACOFHATHARPEE SAECO NATE 
A iH BRR A 大 応 産 固形 天然 湊 青 外 5 件 
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FINE WICH SAF ILF—#RA(stellerite) OM=EW 


mee: mE A ii 
mei 渡 邊 新 六 


GOs 大 wk — 


Dil 


緒 

朝鮮 材 州 確 山 第 二 確 業 所 か ら 5 同左 山 産 の 百 色 確 物 の 氏 定 を 依頼 し て 座 た 
D6, その 研究 を 行 つ た 所 , HUIS HE M7 D stellerite で ある こと が 知 
られ た 。 PHOPELESAR, X MATH, ETM 及び 熱 的 方 面 の 四方 
MC, これ 等 講 方 面 中 光路 方 面 は 波 遂 ( 新 ) ROKER, X 線 方 面 は 高根 , TE 
AML ROWE, 熟 的 方 面 は 待 場 の 六 人 人 B His UT 市 津 と 共同 の 下 
に 研究 を 行 つ た の で ある WHAT WD (CIES THO 研究 を 開始 し 
た が が 病気 の 雪 め 途中 中 止 の 止む な き に 至 9, KR これ に 代 つ た の で ある 。 
これ 等 研 究 の 結果 の 5 ち 本 次 に 記す る 所 は 主 ょ と UTHMAORIKRO IBY 
方 面 で 線 的 方 面 , 化 幅 的 及び 熟 的 方 面 は 更に 稿 を 改め て 記 輝 する こと に 
Wiks 

BES AAW CERES 稀 て あつ た の で て で, 普通 の MOST 
細字 で 書か れ 借 か に 基 存 在 を 示さ れ て 居 つ た の で ある が な , 今回 の 如く 多量 


® 
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に 産出 する に 至 つ て は 一 般 の 注意 を 惹く こと に な る と 思ふ , 双 この 一 般 的 
注意 は 本 礁 の 他 の 産地 の 傘 見 を 促す こと に も な る と 思ふ 。 
Stellerite の ai HS | 

Stellerite (<ipiv Cha Tid UL OL AA CHEE). Morozewicz で 
JLFREEMAACH So 其 場 所 は ベー リン グ 海 峡 中 の コン マ ャ ンド を 和 群島 に 
局 す る クタ ファー 島 の 西北 叫 で diabase tuff の 宏 洞 中 に 見 出し た の で ある 。 
% Omid TSCA Hh RIL, WARE @ 20 c==0.98 2120.70, 屈折 卒 
は 1.484—1-495, 2V は 43-5°, WB 15 EC 2.724, Wiceksp ik 
CaAl.SizOis-+7H,0 CH AMD 6 MWOMBMD 6M PCB Sit. = 
れ で AEC ATES O BARELEBPSE IS 115% dS Wilhelm Steller の 名 に 因 
AT stellerite と 命名 し た の は 1909 年 で ある 。 

1925 年 の 春 に E. P. Wheeler. は ァ ラ ぇ カ の 東南 Juneau iO py A Aj— 0B 
の 地 に 於 て 雲母 片岩 の 表面 に incrustation と し て 産 す る 1mm 有 7 至 2.5mm 
の 結晶 を 探 集 し , 基 を 研究 し た 所 が stellerite で あつ た 。4 この 研究 の 結果 
は 1927 4E (CER UCI D BY, 基 記 載 に よる と 結晶 面 は {6z0}, {120},{ 200} 
及び {111} CRAM IEC 清 密 に 測 角 し 得る 様 な BOM CIE Ro Tih 
AO ate OED UK Ah Car7) - C21) = 63° EIR CIO TO) =008 
CHS. KX G1) b.C1r) と の 切 合 線 と Gt) &. G11) LOWSERE 
Dis $4 7S iG Coro) Db RABE TF CHIE LICAHIRIZ (105°22/£7' で 
ある 。 これ 等 の 値 と Morozewicz QOM~ wl VILWMT SL. ab b br 
置換 すれ ば 一 致す る 。 Fa と 2 を 置換 し て 軸 座 を 見 出す と 2:2:c= 
0-982 2 120.762 と な つて ML 氏 の 値 と 一 致す る 。 屈折 卒 は MORE & OD 

1) J. Morozewicz Uber Stellerite, ein neues Zeolithmineral. Bull. d, Akad. d, 
Wiss, in Krakau, Juli, 1909, 344~359, Ref. Zeits. Krist, 59, 654, 1912. Neues 
Jahrb, f. Min. etc., 1910 II, 25~26. 


2) E. P. Wheele, rStellerite from near Juneau, Alaska, Am. Min, 12, 360~ 
364, 1927 


ig 275 i 5 Hh we 4 2170 3) 


U<tm<s @=1.488, y=1.499 CHA, 2V HK E ONC 38, tee 

2.141 € 2.134 EO CHA LGMUTH SS 
RE ATF WLS — RA 

ERROSME FENRIS Me Fee BBO WRI hk} Lt, ADRGE 
HOVE ZEAE SEN AD AK fad (ATP eel 2 FB Seep Ss "ORS PIP AS DSM C dh 
So AWAKE BSR IIRC ieee p22 N 50°W の 方 向 に 走 の, NE (270° 
J 80° (Hv CHS Ae witke 3 1000m (2 BT ALA, AKC 
Ta POS, BESO, 7 SAWE, DY a8 SAME 2 ODES: O int CDR DFR IL dS 6 
SOMBER の 一 部 分 に stellerite aS L, HIM FEEL CER 
400m に も 及ぶ と 言 ふ の で ある か ら 其 量 & 相 洛 の も の で あら 。 


義 州 夏山 か ら 途 られ た 標本 は 全部 塊 基 で あつ て 曲 獲 の 結晶 は 勿論 結 量 面 
SGA ERD OTE, 唯 借 か に 不 完全 の 面 が 塊 短 を な す 表面 に 見 ら る ゝ 
の み で ある 。 次 に これ 等 の 標本 か ら は 形態 旭 的 研究 を 行 ふ こと が 出来 な か 
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つた が か , AWHIOBS 4 tits KY OnE BE LE OIL X 線 研 究 
OO 

本 喉 の 一 つの 方 向 に 完全 の BAD BEE LCI OC Morozewicz は これ 
Je (010) E UTHRIA Lo ® IXFEO TW Pits 6 BME DUE L 
to COM SSM CAMS KA ANOLOO KGB% 6d 

HOD FAL55 Wilcad CIC ERIC MMI D 6 xe Fut ED It SFLU BRAK C ob 

が 能 く 観 祭 する と 完全 な る 労 開 面 は AARC AIG CU, ARIA BE A 

THES Lom 内 外 の 被 層 を 形成 する , この 太 帯 は 基 上 に 更に 繰 返 さ れ て 敷 選 
を 形成 する (第 一 則 )。 訂 面 に 直角 の 方 向 は 巡 物 の 弾性 病人 る に 水 行 て , 後に 
記す る X 線 呆 究 の 結果 で は 結晶 軸 < の 方 向 に 相 党 する 。 Hels ¢ 軸 に 直角 
な 面 が 麻 面 を な し, Calc BPG CEO MO BEE TF So 

Morozewicz が 始め て 記載 し た え ぇ テル ラー 漠 石 は 肉 紅 色 で あつ た が , FEI 
BRIN AEE A 2 CSSD TS AY SH IEEE ENT dD og 

BE WSLADIRAT SOs U btu A LRA CIE RIC 3 00 
く か ら 人 硬度 は 3 ISB 4THS. 

tes Morozewicz は 2.124 Aik~ Wheeler は 前 者 よめ 稽 々 高く 23 
と 2141 の 間 で ある と 記し て 居る 。 余 等 の 場合 に は 猫 少 し く 高く 高根 博 主 
の ! き 2 クシ ニニ 使用 EC た は 20S 
X 線 研 究 報 文 の 場合 に 記述 す る 様 に , FA ET ECE DG 算出 すれ ば 
Morozewicz 及び Wheeler の 値 よ め 少し く 大 きい 方 が 理論 的 に 適 党 で ある 。 

Be ADM ORTARICT SEGA ELICBYIS & 路 々 決定 する こ 
EDIWKSD, 結 量 面 が 良く 艇 達し て ゐ な い の で HET ST ED 困難 で あ 
&, SME SY SBC KOK, CORR BIC KOM CHIU A 

MORE 完全 な る 労 開 面 と これ と 直角 の 人 工面 と を 作り , この 各々 
(APG CR eI し て 弾性 軸 を 決定 する と 完全 な る 労 開 面 内 に と Z が 
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mco> cl LPMS, XAT ORSATA.ZAMMAACRATOREA 
角 の 方 向 に 一 致す る 。 Y Whit Nani OVFPAM I AA CHS 6 
結晶 軸 の 握 定 Morozewicz は 適 営 な る 結晶 に 就き て 測 角 を 行 つ た 結果 完 
EES (oro) & SE LCA OV RE LOMARULE LEDS, 
SOI こ れ に MOK. 前節 に 記せ る 如き X,Y 及び Z の 方 向 に 就 い て 
X GRABS CHS IHS FEO alt 
ERNE 0-075 5 1202740 
と な つて , Morozewicz Ot: a:b:¢ = 0.982:1:0.762 と 能 く 一 致す 
So HMA AMO REE & Hann L EKO WR IHS 8O EVEL, GEO 
Cin OMNES & RKC THES SS EDEBWELKS 
Z=a, V=b, Xzc 
@:b2¢ = 0.973: 1: 0.746 
DS OMS GRD 5514 & Wheeler が Morozewicz Oa と bt wGRL 
RBS kW e ZSROAME CHW LS 62140 これ は 6 < Wheeler 
の 測定 Ut M5 OFfel DK dh MO ZE I 7% GSO LEG DI FCoE T 75 OTe 
PIMNS SLB SHREo 
Kam 弾性 軸 の 決定 か ら 光 軸 面 が (ozo) (IL PITTHSCLAMWMTH 
る 。 結晶 軸 < を 宰 性 軸 選 と 一 致 せ し め た の で ある か ら , ¢ Whit RIC Ry 
ち 訂 面 に 直角 で ある 。 
三 至 要 届 折 率 弾性 軸 の 決定 と 同時 に HSER WMNRS 食 臨 光 で BRK 
よう り 決定 し た 結果 は 
a = I.486, B= 2-402, 7 = 1-495 
で ある 。 この 結果 と Morozewicz 及び Wheeler OVL~te fi kU HR 
Larsen の 測定 し た 値 等 を 第 一 表 と し て 比較 に 便 に し た 。 こ の 表 か ら 明 か 
様 に 寅 験 誤差 の 範 園 内 で 互 に 一 致し て ゐる と 言 ふ こと が で きる 。 
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第 = Ed 
, だ 森 Morozewicz Wheeler Larsen” 
| & 1.486 1.484 1.488 1.484 
B 1.492 DLO LAN alee 1.492 
x 1-495 1.495 1.499 1-495 
2E GOSS MC | ree 68° 
ev { ey 43.5 38 44 
Sp.gr. 2.166 at 4°C 2.124 2.141 2-134 2.12 
Nt Gish mine, Commandor Juneau, Commandor 
Sy y Korea Islands Alaska Islands 


HKMAROKBE OWT CICERO EC IH 2 VE Uo 


— ke OWE Wk—-DO Heit e 
いて 光 軸 角 を 測定 


直角 で ある , これ や を universal stage の 下 に 


し た 。 他 の 小片 は 光 軸 角 の 欠 角 等 分 線 に 直角 で ある か ら 


UGE Cv a — Te JNO CE OMRCE)N2 KH, B= ェ .492 を 以 て て 2V 


FPeWH Ug これ 等 の 結果 は 次 の 様 で ある 。 
第 一 法 ……… 2V = 38° 
(2k = 60° 


BoP ye 
2V = 39 


即ち 
箱 小 で , Wheeler の 結果 


2V は 38-5° CHS, この 値 を Morozewicz の 値 44° と 比較 する て と 
と は 同値 で ある 。Larsen の 値 は 28=68°, 2 ア =44° 
LWATH ODS OHS 
AS aaa 


FEMI DBE IOS 分 線 は X ベベ 弾 idle HCH OD € 


QSL IAD EWI KLOTA PRRALOL MB 


6 CPIEIEL ATH So 


1) 高根 壇 士 測定 。 

2) 年 火 は 不明 で ある が 比較 的 近年 の 測定 で ある 。 

3) E. S, Larsen, H. Berman, The microscopic determination of nonopaque 
minerals, 151, 253, 1934. 
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光 軸 角 の 分 敵 Licichys WE 6S OWI ACRE CRAB FCAT 
DPR & FR IN ODBC IS B FCA & LOBE LC BFILZERD Bio TC Lz 
の 方 法 で は 測 角 が 満足 に 行 は れ 得 な い , BL op くり で ある こと は 明か に 知 
られ た 。 

結 aa 

BES AIL LAD BE AA 2 Fr > TRG CBRE S BILHED 
で て で ある 。 BPABDKAE 2Hst BLAST ORAL IAEHADD — stellerite 
で ある べき 特徴 を 示 UTE Se X Py MEE IL — ip id SEIS aoe DI BI 
AWD AF v7 —-PAIL/BTS< Sunk ¢ HAS HERE LTRS MAM 
BOK AA UC OO CHIARA AB CHS. CaO 
MAHAR GEICBARIT STH 550 

ASP TEE WIS TRI HS CEI RN 95 BER PF EO ANDRO mE HS O EARS 
PMS CO HDOLD 6 Hilt 2PBEOM LD SDWBAKOE » MIF 
U CH aE aK 2 — et HDS UK 

me NRE ESHER Ei Puede CORI CME PT = SRY 
PERSIA ) 

BERR PE UPASIE TRO HB ELIA TT A Jy doi ct CaS a HER [id 6S LI TE 
ree & し て 記せ られ , LPR PAPAS a ZAC TPE TE Ba et 7k BS HBR 
PH~ 621124 OsML) IC UTHAMOR GAD A, Sera, Hib 
WS EOD, MAAR, HEE OM OKA EZOGME 2 BD OS 
Attia ee UCHR RT SIRO LAK 2 Rt A RAROM 
BS PEO o 

Mewes Hee PIERS S EASA UT, bath &€ し て は 


{2 BO RETA, SWE Oa Or SA, BE Oo MUA IK PIE 


YY 
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OBIE t 信 ぜ ら る ・ ゝ RERHEMAOMMND 0, LARK ER 
SEU CTFAES SBA, EAE ORE AURA O o 

FL CM Io HE ROM Chere alt mS A DIRE TaN SE UAE 
Weep k ORGANIC CHS) 28 FEL UC FFE Libis PS YE K OE 
BEA SII LBA EMM eBNAT, 然し て 目下 制 明 せる 存在 範 園 は 走向 延 
長 敷 百 米 に 下り 地表 際 近 よ ム 地下 約 百 二 十 米 に 達せ ん が , PR CMOS 
et A THEE 75 O GED o 


WW AZKRA BA BS LL Be i sesh Sl BS 
RUZ ORG BIC RET GRD 


mes YE x BK BB 


fe] 
012 SEPM TESRUEAS «b OGRIBSRGMINE (polybasite) ETI BILE O, 

KMD AUSAO MM O—FEL LT, BORROW TIENe 記載 せら 
BH ST, 本 邦 各 種 の 文献 中 に APL YAS 2 SMO, DBS <i 
GLUE OWA ATE AIED te B DID LIBEL, ZOBRICATINC BRR 
る に , Me LASER REE EIEIO ARES & O, その BLE の 機 答 を 
(MD WEA AT WLEERMD, と に 類 する も の ある を 知り , ABEL 
開 係 者 の 一 人 高橋 熊 炊 耶 氏 を 介し て 更に 標本 の 剛 興 を 受け , HO A ORME 
山 に 出張 し て それ ら の 産出 欺 態 を 調査 し , 硫 鏡 銀 銅 喉 と し て Bere aS 
ED, SORIRLW DL, HOD MICE AHCI, OSE LMR 
GRU L, LD} COMA DEMME (acanthite) DIES (LBHEA LDAS 


Dil 


1) PEE RAE ARS 17 AE (昭和 12 年 う 187 頁 。 
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に な つて , それ ら の 成 生 温度 に 続 て も 多少 の 知見 を 得 た る ぁ る を以て , ここ に そ 
れ ら を 記載 すべ し 。 
大 日 方 奏 山 の 位置 と 地勢 

ME LIENS £ BE t OMPIIES VERO, 即ち AGO EBB 
上 村 大 字 大 澤 字 大 日 向 に 在り , 吾 凄 火山 群 の 基底 を 構成 する RAID 
部 分 が , 同 火 山 群 の 北 館 に 近 き 板谷 峠 よめ 北方 に 走り , 一 支 を 西 に 分 て る 
部 分 の 南 斜 面 に 常 り , WHR 500m 内 外 の 兵 陵 性 山腹 に 位 し , 最上 川上 流 の 
PPR 5 COB BIZAWURD AAS T AAWARICED O, 少な く 
L R= MOM SELES TH & OMMCALIC FO, 現在 の 河 流 は その 
AbeIBEINS Zo Eh va ST A BEI HR SEE WLM YEO IR WR 2 1 LU, 
PEK It < OFA & O AEB 100 m 内 外 に 過ぎ ず , S OWE K O PILE 1-5 
Km に UC AHAG ABRIL, COMBS BBE Fo 


ih B MR の 大 B 

AWE O Mahe AC Ia, TERIA ORINDA O, REM WRs ROK 
山 岩層 に 被 は る れ ど も , それ ら を 除け る 谷 底 の 茶 磐 , 並 に 附近 一 帯 の 山地 は 
HL し て 符 長 流 紋 岩 質 凝 旅 岩 よ 09 構 成せ 5 られ, その 或 る 部 分 は 明か に JOBE 
性 を 時 すれ ども , 一 部 は 全く IRR O VB aL, UBC & O lhe WIP MEAS 
0 o FRICWEKINSEIC HS Td, FEA HS US BEI 5 So 

= DSLIEIRDSIENL IS Tk, RARE BO Fa 2A, JPR L し て 南西 
MARL, Hi N40°~60°W, 傾 欠 SW 35° 内 外 な れ ど 8, ae ORE 
EO CHIL 6 CHB). 

WOK ILE & し て 敷 個 の 断層 に 沿 り , COEMCAS Beet PRC EEC 
L, Be ee UF る 部 分 に 過ぎ ず , BUIIE LSM ek S の 
MH OUR 4 & KATES b> J AFH IRA F TUE, TALEO MELD aM ze 1 
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AE L, KH EONS ABLE a SH BRUT Uk, FE FR RIGO SBME 
et: lL, PROER AO LAG UT SM RARUEBAT HE, それ ら の 金 
EURO IL 48 T= ANE So 

第 一 AA HOM ALT Hb AH KA 


か く の 如 く , SEMEL 
SHOR IST, ASHIK IE 純 
ARTs B WES IX LL, 228k 
ERLO WRI We 2 さざれ ど 
by HEIDE DEAR CHC A 
Ht IRD WEE O CHE 
達し , それ ら に 沿う て EFL 
た る 母 族 に よる こと 明か な 
ee 

Biss RIA “polybasite) 

eK AUTO AMIS, BE 
岩 の 粘 土 化 せる 部 分 よめ 水中 
光 汰 に よ つ て 得 られ た る も の 
な れ ど も , その 一 部 分 は 球 化 
せる 母 岩 の 不 規則 な る 小間 隙 
中 , BCBS Snake KE 
CHEFS 9 THEUBEA LCE BOR 


に し て , KING PTE SUH HO, BS kA Kl mm LY FOM PES, 


Pel— 2mm に 達する も DAY > 


(BAER Lee DORBUE LIAR EI AS AE, 容易 に 融け 
CABS AG OSB 23S L, © これ を 偽 酸 に 深 か し て , S OBS Maz HMR % Hn 
ふれ ば , TAGES EAT 75 BR & HEC, 煮沸 する も 影響 な く , HEBD FE Y Ic 
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_ BROT t= ¥ BINA, MAE D6 4 銅 を 指示 する Hee Bs. OL 
れ に よう つて, KUMMLZ BOR L DROML BSUBRT 

RASA 2 bd EPS CAS OL, BOP REC WO CE 8 EE, そ 
ORC HAE S & Old, 白色 に し て 熱し て も 容易 に 融け ず , Ze te 
FHS MODUMEBCKT . SLAM AB RICANS NIE, BHAT CH 
I OOF 2 Ae, BEC He BE SSS L0G a 0, He bE SMARTS 
BROASRTHRE’, PONEMAA Hi, RHAROHMEAGCES, 
これ ら は 何れ も アァ ンチ モー ニー 及び 硫黄 の 存する 場合 の 反 應 と 一 致す 。 

Same ree 8 IC ATOM, 38 0 , ACHR CT 観 祭 す れ ば 僅か に 
Mee Ab, A= Ian PCS Pte T tr TOMAR 
ROS PIES All, 百 色 に し て 青 味 を 帯び , A= 2 VP WNC 
非 等 方 性 に し て , BIRTHS O IRA BME L, 部 分 に より て は 濃 赤 公 の 内 8 
反射 を や 示し, に れ ま た 方 向 に よめ て 程度 を 胃 に す 。 こ れ を RECT ORT 
Be, HAPBIS Ch hi TRACE T NES, その 程度 少な く , MSM at ay 
PEA BAS TBE Lo ZIRT PUEBLA DIL Sh, 種々 の 程 
JERS Ad, 結晶 の 境界 を 明か に し , STORMS ST MORE eH 
ふ 。 LAV GOHAT OM MEIZ HS T も, Schneiderh6hn, Borchert ppc, Farnham 
FEM OMSL S HBP IRIE (polybasite) & ょ く 一 致す 。 

MESON 本 確 物 は 稀 に 直 篤 2mm 内 外 に 達 す れ ども , か ゝ る も の は 
淀 に 多く の 結晶 の 集合 より 成り , 疹 通 は 直 衛 0.5 mm 以下 の 細 粒 に し て , そ 
26h ZS TOPIDOZ PIE SMO tn Ra £OMO, これ を 測 
$45 Hx LAME Oo TSOLwEADLLIE LS Weis VELA CHARGE FI BR 
する に , MRAM SLL, HOTORAD= OOM FEM OOM 


1) S. L. Penfield (Am, J. Sci., Vol. 2, 1896, p. 17) mzBRic L Avis, Polyba- 
site の 軸 角 C110 う 人 (110) は 60°2’ に し て , 正六 角 桂 の 面 角 を 理 る こと と ダダ に 過ぎ 
ず 。 
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TRS, ATi RELI FAT Me BTR ES, MIP SHE 

Wit, 直交 = コル 下 に 清光 せ ず , 板 面 上 に は 三角 BNI ORRA ORT 

ARADO 。 (第 三 園 及 び 第 三 賠 参照 ) . 
Polybasite  ihsRIC HET It, He 
BHC G. Rose & の 研究 あり 
lt RO HBC LV, これ を 
六方 品 系 と 認め た りす 。 その後 
1889 年 Mier JE (44 OME ICA 
4 te S BSBA asI3S = 2 FIC 
WHR LSE MALL, ch 
LAH RLU, Penfield 琴 
EE CMICRY SB, Oil fy B 
の 90° に 一 致す る を 知れ る 上 , 
C110 う 人 110 う =60° 2’ な る を 確 
か め , EOMBEHIC CE CK 
方 品 系 に 紗 し , 僅か に 面 の He 
EOC GAR & jie S (CHS 
きず , Gossner,. Kraus LG Oo XMM... 2ORMEREat SHIEH, その 
原子 の 配列 は む し ろ 六方 桂 式 に 属 地 れれ ども 。 CHIE 双 品 の 結果 な らむ と 論 ぜ 
Vo : 


DER SLSR O wi2B Ff 4 CSubparallel- growth) 


これ ら は 弧 て Rose, Mier, Penfield 47 polybasite IC BECEREL 2 HF 
と 極め て よく 一 致 せめ 8 

以上 種々 な る 種 侍 に より , AWEDIDATEOIRONME Cpolybasite) な る こ と は 
Bah E BES. Lelie 8, その 詳細 な る 研究 は ,; 之 を 今後 に 期 せ ざる 可 か ee 

BMDP TE UCAS 6 (2, MICA A BIE, Z OMBLER—@ 


1) H. Rose, pogg. Ann, Vol: 15, 1829, p. 573. 

2) A. H. Miers, Min,.Mag. Vol, 8, 1889; p. 204, 

3) S. L. Penfield, Am. J. Sci, Vol. 9,.1896, p. 17. 

4) B. Gossner, O, Kraus, Centr. f. Min etc,, 1934, Abt, A. p: 1. 
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第 四 周 
St RR Oo Bs i Be oH MR 
(KCN |< cipsfit) ( x 100) 
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結晶 を 成す に 拘ら すず, 内 部 は 互 に 不 規 則 な る 輸 廊 を 以 て 界 せ られ た る 多く 
の 部 分 に 分 れ , BRCPICF SL OHS BAC UT, これ 或 は CORRS 
CE YZ MOD OSES (CBR U Ke SALE OS 6, UL OWRD & 7665, 
本 礎 成 生 の 條 件 を 知る 第 二 の 好 資料 と な る べ ぶ き も , これ に 開 し て AIS 
NAGEL SIK LOBES Lo 
12 $2 HR HK O St SM 

前 者 に 件 な つて 産出 し , SHOUATR ES BOK aL Eb, ナイ ラフ を 以 て て BAN 
切れ , その 切 口 は 族 自 色 に し て 光 克 強し 。 吹 管 を 以 て 熱 す れ ば 北 光 的 容 吉 
に 融け , FR ORAL AE L, 全 酸 に 溶け て 硫黄 を 分 ち , S OPE MAK HEIR Ze 
加 へ れ ば 和 白 汐 を 生 ず れ ども , AVIS CAS Lt テン チェ ニー の 及 
FEASTS, BLT CHR 2 BES 9 CATE FIC IR EIS, ARIE SOT 
徐々 に 犯さ れ , HRI LOTMA HLS, WHEW に よ つ て 犯さ れ 
Oy PTAC IN BAS CREB, HORST BBS © 

FTNTIMGEO!MMEIL, その WAY EMMIS hE SH RARTS TO 
SIE aa IS BRA BO Tt SHIRE UT, BOLE 2mm に 達し , BRC ILA 
tIE/\iMik t ORE 2RL, BLS 0 eS KCBS B BRS (argen- 
tite) と 認 む べし 。 Mtv b, Zee UT athe PCI ST Alc, 
明か に 非 等 方 性 に し て , HE = A PICA RO vy KARGSEO 規則 正 し き 
FEE LOMO, COAMI KO CRA AIRE KO AIR GNB, 青 化 加里 
W= CHARS ASW D7 O CHS 4) CF PUA 4 OSE ES ih 
DPRK ET SIGN SS, COB IL WI Oath OSE & 化 せ る を 
示す も の くさ 認 むべ し 。 

硫化 銀 忠 ヵ 同 質 二 像 に 属し , 高温 に て は 等 軸 種 , TRIS Ck BS 
altel, PS LOMEHNKA 万 に し て , COPBR lt Tubandt, Eggert 
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Schibbe =e に よれ ば 179°C な りり; 従 つ て , その 外形 上 等 病 系 の も の も, 
この 温度 以下 に 於 て は , TEX BHA ROLS Lbs Sx kit, Emmons, 
Stockwell, Jones ate OR X 線 的 に 確か め た る 灯 に し て , AWE SE EHS 
の 例 に 属す べし 。 こ れ 本 磯 が 元 來 179°C 以上 に 於 て 品 出し , その 後 温 度 の 
(WOR k O CRA ERD 5 SIGE (acanthite) (BME Lic SHR L LOS 
ASHES ICA ENE 2 A OAH TAFE BEST SLOL BNL, 
H fh O ME ER th 

DA_E PRUE FESO, 閣 土 化 母 岩 の 中 に 含ま れ , BOILEEILERE O PC 
する 人 金属 巡 物 の 主 な る ぁ る も の は , WER GIRO AS S ARSE , HEE 
EDK OSE & 72 WS SEPA LAS UC, 黄銅 忠 は BRC 鏡 下 に 見 ら る ゃ る ゝ に 過 
ぎす ず 。 こ の 外 往 々 硫 負 銀 鉛 左 等 に 包 庫 せ られ て 自然 人 金 の 答 粒 を 認 む 。 

BRR UR GEP RN EPROP eA THER, ZEB FP (CHE 
る に , か ゝ る も の も また 度々 011) 及び d(110) を 主 と す る PATH 
よめ 成る 場合 あめ , Ze Bact EP CANT tr Eb, MEO AE 
SARE MK EDTA tld, 容易 に 融け て 銀 白 色 の 小 球 と な め , TRAM 
Diiit COBBRIBA LBRED, © OE ANB D UT HERR I Ste 
ば は, HEIR O AIRES KIA TEU, €ORM & Aw: 
PCB tT rsMA alc UTES Bn, A= 2 UPC AY 光 を 反射 す 
RES AF— TSOP IA KO CHME aK, CHIC WITS tlkiouh 
し , PRABBIK TT 8 ATA BMS 5 HRPR MI HRAS TT 8 RA I BME 
すれ どる も, WHEM BAILS HFS, HIM Ce ihe RT Bo 


1) C. Tubandt, S. Eggert, G. Schibbe, Zeits. f. anorg, Chem. Bd- 177, 1921, 
alee ? 

2) R. C, Emmons, C, H. Stockwell, R. H, B. Jones, Am, Miner, Vol, ]1, 
1926, 326 
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DEKE EOT © OMWD BIRR SI & BRL. TY AMR TT PEAKS 
る 二 次 的 の も の な りや , 上 昇 水 に よる 初 成 的 の も の な る や に 就 て , ZRBVE 


第 A 
AS SARUR IC RAE SET © foi 
Cx30) 


SOAR G CEM R MACE S PEA ORAM LK SMC OHA, 
AMO KARIN HEE LU. 
BRS STM HROTUMUC PEO CHE L, 4 OF BM LRT OI 


a 青 j 化 加里 に tae Ly f WOKE CHL SAS: fi. Ble FeO ZLRBF\R 
Sie RE b Bo 
AWETD 72 AED B 7= D HERS GAN % TAB ATA Ld OO, 残れ る 金 の 外 


形 を 観 祭 し た る も , WLS BIR S UC, 結晶 形 を 認 む る 能 は ざめ き 。 
mB ARSC U CRIS EC RATE GS SI, ERO MIS L 

て , fk 2 —34% 1mm 内 YLOIT TRB nk 【 RR RS ee 居 微 細 な > 

titin OFA 7% L, OWE 2~3mm に 達する も の 稀 な ら す , 特に 注目 ea 
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する は , APKMOLG LMS も の 極め て 多き こと に し て , ENOREZE 
行 或 は 輸 座 短 に 重なり 合 ひ , CBR Gnarcasite) = WRG A WHICH tie 
ども , これ を 題 徴 鏡 下 に 槍 す る に 無 敷 の 立方 鏡 の 集合 よめ 成り , ZOPPE 
面 ま た 常に 等 方 性 に し て , RAMOS Le OT, SOM DRI D < OM 
き 外 形 の 集合 を 成す や は 明か な SSNES, I-A BEMEOAEY eC 
それ が その 後 再 結 醒 し て 黄 鐵 巡 の 集合 と 化 せ る も の な る べし 。 
要 約 

KF Uh) GRANGE 1k AAAI 22 HLS SB AS = ACCES PEI Eh OIE 
床 に し て , BBW ORAS Sb の は 自然 金 及び 自然 銀 , PARE OD BSR, 
GSE RII, 黄 鐵 中 等 の 徹 粉 な 0。 

この うぅ SHRBESRIMIE Cpolybasite) [kT GE 2mm GET SASPIKO 
ith Ze ES EGLO BSE AIEINC LT 測 角 に 耐え ず , & OMAME EM 
LIZ ME BEN MERE IS KOT を 決定 し 得る に 過ぎ ず , その 充分 な る 
FIA ZL PRICES BAD OF, MRNA TE EE 2mm に 達する 
HE ROWE AL, COMED 179°C 以上 な めし ゃ 示せ ども , TOR 
FEL EL BWR OTS FIKIEE IL BAIE SO 。 

ARRAN bb, CRAKE EAMBAO A 6+ ie 
OE y38dh EK OMS 

SR HEC IR Ze L, GROEN & BOLE T SBOE し 。 

HOTA AEDT Ty REO Wh thtr Eb, WEA APOBKORBRA BK L, ABE 
= WEAR k OBR LES BED Oo 

VEC V, AGRO BE ICOR し て 種々 の 便 寛 を 提供 を られ た る 高橋 熊 次 耶 兵 


Edt L, ERX ORMO MDE ARBRE ICME Kk SBE 


に 


本 232018) HAT My BR 線 290 


FLINT HSS S EES BAA 
222 Be Ae 


緒 2 
EDIE ER CHSC 8 LOTS BMS HEE & O TOC BEA 
OSS OGBROIERS Peo, 之 に 開 す る REOPMERE AY 
られ た り 0。 HEU RIE LIZ t HDT WOM HF % 2 2 
ッ サ イト Ccrossite) HUN L TERRORS LTAE OSS 
DPM L ERE 8, LAMIACEAE & © AHN, DUBE Ze REC HALTER 3 
る 包 基 産地 の 報 ぜ られ し も の 多々 あめ 0。 唯 九州 に 於 て は 未だ この 種 の 鎌 物 
を 含む 岩石 の 例 見 せら れ し も の な か りき 。 FRA * HRI HIE OM 


1) -)#R3CREG: Jour, Coll. Sci, Toky6 Imp. Univ., Vol. 1, 1887, P. 85; th 

AUMESE. 第 25 48, 152 Fo 

入谷 je: WEES. 第 9 4,98 WR 147 HA 

鈴木 Ag: 地質 硬 雑 誌 . 第 BLAS, 第 364 HE 1 HW; Jour. Fac. Sci. Hokka- 
ido Imp. Univ.j Series IV, Vol. ], No. I, p. 28; Proc. Imp, Acad. Vol. VI, 
(1931), No. 7, p. 283; BAD HAG. $74, W1LGE 1L As 同 HS, HEE 
th 237 3 A SILA, SEQ GE, 55 TL; HAMS. 第 33 48, 442 Hs 同 第 
39 #8, 1382 A, 

鈴木 AR, HU PUR: SH AHESE, 38 4048, 387 頁 。 

Bers: AR, DAR 

中 尾 it Hb CRESS, 第 3248, 117 頁 。 


害 井 正敏: ” » 第 40 4, 345 HW; Sci, Report Tohoku Imp, Uniy., 
Series II, Vol 16, No. 4, p. 226. 
市 川 雄一 : Zc SH PRLS, 第 1 481930) 第 3 HE, 


堀越 義一 : WA SUMESE, 48 42 48, 47 頁 ; Jap. Jour, Geol, Geogr., Vol 13, 
Nos. 1~2, p. 151. 
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を 研究 中 , CHR EB SHE LIL 2 PEI CHRIS eee eb lc Ieee 
PECL CHS OR DU ERITH crossite の 存在 する こと を 認め 
Oo 人 然 れ ども 基 の 含有 は 局部 的 に し て , SEED Ze O し が , PE BERRABRK 
草 下 島 の 西海 岸 高 演 村 際 近 に 於 て 間 集 せる 資料 中 に は crossite を 含む 結晶 

FraO ce 2 it, H-MCIHOMN GOALS RIAL 8, 他 の 一 面 は 
crossite DAY te Us 1 個 の 岩 塊 存 せ め 。 此 等 は 何れ る Ht UT 産 せ 
し に 止ま 0, ROP HLS SHEL S O LICR OLS, MAILED 
WOOP ILE 6S <3 2 LO». LMS AABNERO KB 報 
告 せ ん と す 。 

上 記 4 OE He, ML 4 LED & OM HAMPER と し て 解せ られ 
Vis Bite 32M es TF TE li I ELS Gtr 他 の 天草 産 3 個 の 資料 は 結晶 片岩 
A GWM BLY Oh LEO UC, MERAH ERT 20 
AIL GD, 天草 産 自身 の 結晶 片岩 類 は , 基 岩 質 に 於 て 互 に 相 異 する も の ある 
DIS IEE RO 3 種 に 分 ち て 訟 明 す る を 便 と すべ し 。 

l.yuvy41t—-tRa-PRA-Bls— tes —iAa 

(crossite — calcite —albite —actinolite — chlorite—epidote schist) 
270944 + —#22Et— REE iA — TARA Be 
(crossite — sericite — biotite — epidote — calcite — quarz schist ) 
3. BNA LIE 2 ey 4 bee eI (glaucophane or crossite — bearing 
green schist) 
A. 45320} — 40 G — BYE — BEB (Sericite — epidote —albite — 


glaucophane schist) 


1) SPAR 20 高 分 1 PS BLS ah ERT HE 
2) 納 富 重雄 , 7 萬 54 分 1 KAR 
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B. クロ ッ サ イト ー ili — HEA BRA mes - MNase 
(crossite — garnet — sericite — albite — chlorite —hornblende Schist) 
# B & if 
クロ ツ サ イト }-ARA-BRA -BRA-RRA-RRARS 
(Crossite — calcite —albite —actinolite —chlorite—epidote schist) 
No, 16. jit) BRAY BAB MEN BE IL ~ BEBE . 
WD I) yO BSE dH DB & HE LT massive 750 o WMitkth 2 UM (oR 
ゃ を 示す 部 分 を 含み 外観 上 その 質 均 一 な ら ず UT, WAIL SS HO 
green schist と K7E%5 Sb MBO EAR ZOWD Oo 方 理 の 方 向 に 小 な 
Hvr ales UTHAY SARI ZILA 6 
Be PC BESS ATE ae EIA ETE US HERES UT, Read Beak 
550 し や を 想 は LU SVMS hia? L, Riicn, MVEA Rich AHEO te 
DTH K SBT MVOMMOLA L UTES PROMS & 0 te 
Bo COMMNTRED ALN % S ANIKRIS EO THE GS. CRS OMMK 
HHL EOS LEHYO, 又は 不透明 な る 鐵 鑑 に ょ より て 充 壇 せら る 
Slt HO, 或 は 一 部 分 は 終 泥 右 よ め 成 9 他 の 一 部 分 は 鐵 鑑 より 成る こと 
ぁ 0。 
Crossite PAZ EWE ORTIZ IL SEKO 2s 4 fin & UC 
は れ , GAPS BET SEO bBAMMMICS BRE ES LOZ Lo 
WI UC MCRL ORIN IL AS ZHERLT SHEILT L CRED RR 
の 長生 せる 部 分 に 存する こと は 其 成因 を 物語 る 幅 味 溢 き 事 走 な る べし 。 大 
き さ は 0.25 x0.05mm &F 4 &, (Ws WH ETEK SICH T KEE Le Dispe- 
tsion 7s 0 . Elongation の 方 向 Y に 一 致し て (まま ), 2 fe MERE TC BA 
X Colorless to pale yellowish 


Y Prussian blue 
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第 一 ta Z Btiuish purple 
YAc A 
EIAs a! 1.6532 
7’ 1.6630 
y—a’ 0.0098 
が LZ PME S O 8, FHI 
他 よ め 和 制 断 し 7” に 其 だ し く 近 似せ る 
も の な らん 。 
Fell UT IBY HO 
BRA は 全 岩 中 一 様 に 分 布 す る に 
JES UT, crossite と 同様 局部 的 に 多 
BIC Be ST Ses & し 共 量 概して 少量 
に し て IZ KO. OMIA ee 
LAL ODF IEE IL LO. 
雲母 を 件 ひ , REEELO— MIME BIC i 


: = ニニ ジリ 泥 石 に 療 質 せる も の の 如 し 。 互 に 相 接 
WTR AE RHORURERE 1c suture str. を な す も の 多く , WC 
CHT SWRA — REAR 
A 8e7i mosaic st. 2 EFSF OHO WULEKO 
C FREE A CAWEILILE IZ BA せる carbonate 
To BF 2 QB 
E ghkikeenikomyo solution £072 5h. LAE HAE O o 


ao HIKES SOME 245mm, 


Bee LTELO MD Cah to Bhikeaa ¢ し て 現 は れ , EL UTES 
HC Lith A SEC EL EL Aa IE OBE OM aX hea 
と 共に 出 づ る 事 は 極め て 稀 な り 。 PRERBIC LCRA & 0 CBOE RE 
の 進み し も の と 看 位 さる べし 。 屈折 卒 =1.6544。 其 量 多量 な ら ず 。 
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SE (LACH ROMS AR COBB LT vein 2 UT. 
ZeBUS SMa Tie vein と し で て 存 せ し 部 分 に 現 は る ヽ ゝ の み (第 
—[E)) Bl ba < IE CORB OM aD & O Bic iain NOMA LBs 
見 せら れ , tlk HI 本 岩 の 主 要 な る 人造 岩成 分 を な す 。 大 部 分 の も の は 
ot epidotization . \WfRU TAY LE DRS A b GREE E OBR 6 ar 
し も の と 認 む べき る も の あり 0。 BE isotropic に し て 多 色 性 差し て 閉 し か ら 
ず 。 但し biotite より 座れ る も の は 移 濃 色 な 0 り 。 =1.6125。 

線 潤 石 に 炎 ぐ 重要 成分 に し て 共 量 は 部 分 に よめ 相 異 し 約 40 及 よ め の 基 量 を 
減じ て 20 錠 前 後に 至る 。 

hE AeA Tet eee hd, Rims BLES My Mor 27 

し , ZONES ZA BMG RU tO SHS LM 4 AVI O ° 
Ti UC 前記 再 結 晶 作 用 の 最も We RS BB EO WD OLEH SB, Z 
Ze Wea ROBE PS CHR ES, JK ARE EO MS I= 非 ぐ る や を 想 は し 
Co. Sea < , 

X colorless to pale. yellowish 

Z pale greenish yellow 

TORBEN 

uh 1% B epidote grain DEA HIE K SS, hid THe S granular 
str. を 時 する る も , epidotization Oi ARAMEA LEBSICHA T chloritization % 
赤 相 営 進展 せる 部 分 に 於 て は 結晶 の 犬 さき も 大 と な り め 他 形 よ め 生 自 形 乃 至 自 
形 を 旦 せ 0 。 小粒 の 集合 贈 を な せる 部 分 に 於 て は 制定 不能 の 微 品 含ま れ 居 
る も , 大 な る 結 曲 を な し 特に 自 形 を 呈す る 再 結 上 曲 作用 進み し 部 分 ORE 
COWES PEP ST 24 O48 6, 其 場合 和 劉 側 に は 殆ど 含ま れず し 
て 内 部 に 最も 多量 な り 。 十 れ epidotization の 進展 に 作 ひ て 赤 鐵 忠 の 析出 
せら れ し を 示す も の に UT, chloritization (RUTH SARL RASS 


eld 本 237023) 


ary b — FRET — WA — BER Ti — RUE Hi — HIE Cx 49) 
C ever, E Hk, e RAMANA 7 ROA HK, M Bo x aisha 


Z 


yoy h b HSE — SE I: RRB Gi — IR — AE EC x 45) 
C. 方 解 石 ) G. Crossite, Q, 石英 
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は 注意 すべ き 事 な り TOKSAAEMERIED Dr KO 0-55 016 mm 
(LBD FEB HINZE Oo 

BRA [thd CHRUVUPAAINCAS S SAGAS EL UTI 
泥 石 の 相 営 多量 に 存する 部 分 に 現 は る ぁ る ヽ ゝ か Mik vein を な し て 現 は る 。( 第 
lal) 7 ves 4 BAM RT SE ODS & TELAT BOG Lo WF 
HITCH SUAS 1.5360 folder & fais CT eS UCT 0-25mm を 
wKE So 

JUANES HES B BOI ABS, BAD Oo AnR vb 階 記 柚 管 量 に 達せ 
Do 

Zn 794 }-#B28-L2Eh-MRA-DRA-ABRAS 
(Crossite — sericite — biotite — epidote — calcite — quartz schist) 
No, 9. REAR WER ESP EE 

ASE LARS FO Te SRA GOA UT ANC HEREOW LU < 5p 
布 す る を 以 て 絹糸 光 澤 あめ 。 概 し て 一 様 の granular str. RS Ht REL 
が 相 集 積 し て 互層 を な し て gneissose str. に 類する 構造 を 時 する 部 分 あめ 。 
面 し て 絹 雲 母 は 特に 折る 片 理 面 に (001) を 有する が 改 に 絹糸 光 湯 は 片 理 面 
に 於 て 特に 著 し 。 石英 と 方 解 石 と を 肉眼 を以て 生 別 する は 甚だ 困難 な る も 
PERRI KO TRAC AAT DBUMOTES Lo crossite LHS EENK 
inn 2 7 UD CAEL, OSS OAKES PVT ERT AL LHASA MY 
ず し も 然 5 ら ず UTRH eH ERMCRLT SHY 6 

本 岩 は 殆ど 右 英 の みよ りな り て 石英 片岩 と 笑 す べき 部 分 犬 部 分 な る る も 局 
MYC ATRAOA SO MA ti IRE & SET SSIS Oo AIDA 
BBA EKO 2 FRC 6 ONS ELOKO, (第 三 園 ) 

1. Crossite —sericite — biotite — epidote — quartz schist 


2. Crossite —sericite — biotte —epidote — quartz —calcite schist 
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Ra E BUCA de & Phin ARS ABS UT, 此 等 の 間 に は あら の る 
階 程 存する も の の 如 し 。 © 
SER ILD ROBE DIONE BRA GAE Oo 
Crossite [LAIR ITA AIIM Ee L Sb OF 6, TORK 
な る も の は 長 4mm, 幅 1mm ORE KO o MUL CREF ICH TR G 
れ 得 る 最大 の も の は 3.26 x 016mm (2 UTHMIE COMBO LORS 
多量 な り 。 年 自 形 乃 至 他 形 を 果す る も , 極め て 稀 に は 自 形 を 果す る も の あみ 
Do KEM BET OD s HBL EKG S BOHO, HUTA 
BAB CRT 6 bs OM Mia lce 6, Linh ASS b Old MEMS 
HIB LA < WEI UT ABC aid 2B O, BOLLS 内 外 を 占め 其 
BUT) S&H OZ IED DS eC HEP ICA CRC UK AD eU 
くも の な り の 。 
X Pale yellow to colorless 
Y Prussian blue 
Z Violet 
op( 一 ) BHO WMH Y な る を 以 て その cone OPPS +) RkC—-)% 
0, WO SOFA ERO Zab D RIT NSH Oo HR A e 
DKS BEF. WHOBEAL~S & OK Lo 極め て 稀 に は zonal str, 
RRFIDH Vo Matec pelt zone OPPAC+ IC 
X Pale yellow 
Y Violet 
Z Frussian blue 
7g 0, Dispersion, 大 に UC apr le 
a: 1.6542 
7’ 1.6635 
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y’-a’ 0.0093 

Crossite は 石英 多き 部 分 と 方 解 石 多 き 部 分 に つき その 差 を 見 ず 。 

BR LW SNKe EUCHLABODL OID TY Lo BH OMIA 
(LEHR 2 FE LZAETMVICOATS B B EP ICR OD > BOI ¢ Eb AKiHAO 
DER 224g DIL 1% LAF 759 5 JEG Hino Teh lc UT BRE ba ERE 
め 。Acute bisectrix は (001) に 約 赴 角 に し て , X HC — Fes, 極め て 弱き 
多 色 性 を 示す 。 

x Colorless Yaz Pale green 

JIT ILAHIO EOE U CH ¢ 

B=r — 1.6040 

WO WEA LIS APTS Ss も の な き に 非 ぐ る も , 多く は 然 5 ず 
し て 却 て 方 解 石 の 小 な る 結 曲 を 包 脅 し 意 通 は 方 解 石 又 は 石英 粒 間 に 兵 ま れ 
TUTE URE T ZG: OIE (2 eB 3 TUB HEA EOD OS SEK SIL 
AAS US し て 直径 0-24~0.50 mm な め 。 上記 産 短 より 見 る に , HSE 
Ra Sd He CANES Fiat OD, 若く は 其 後 の 再 結 品 に か ヽ ゝ る も の な 
Do 

SBR ite /g UL 7’ 16497, op (—), 光 微 角 は 極め て 小 に し て , 
acute bisectrix は (001) に 路 直 角 な る 事 絹 雲母 と 同様 な り 。 上 記 選 折 卒 よ 
OBS ZIMA it Fb OSS Lo BREMWEIS UTE 1.14mm を 最大 
と す 。 ILA HSE EMC it F SALI UT, 相 集 り THERA, 
Ass Oy Sees SIE I Wb et FAO st BT AE ZOTMEC A SEK 
な り 。 多 色 和 性 極め て 強く 

x Brownish yellow 
Y=Z Dark brown eae 
He 2A 750 9 PEL TU AIRE S % HE CPR DLO oS 


a Bi Re MBS を 2127) 


方 解 石 は 部 分 に より 共 量 異な 0, BEBOAE OMS) 部 分 は 約 80 %% 
HD, 石英 を 多量 に 含む 部 分 は 共 量 を 甚だ し く 減 少し て 僅か に 1 用 内 外 と 
な れ り 0 り 。 何 れ の 場合 に 於 て も , BENTH O MESHES BOA BE 

な さく , BS NEBR OAR ICM LAO thio TPS 部 分 に 於 て は 基 の 
ED EE Re 
LE RAS り 。 鏡 下 に 認め られ し 最大 の も の は 0:82 x0.33mim 多く は その 
A~% 最も 多 敷 に し て , 選 等 は 右 英 と 共に 等 粒 の mosaic str. YA し 極め 
CHC IE suture str. を 時 する も の あり の 。 SHALE SG 6 MRD nr VY LE 
より め 結 曲 せ し も の な らん る も, WERE) OMB LUT 現 は れ , ZED 
必ず し も か すゝ る 物質 より 得 ら し も の に 非 ず む じ て 稀 に は 長石 よめ 組 成 され し 
一 次 的 方 解 石 存 する も の ゝ 各 し 。 

右 英 は その 量 方 解 石 の を れ と 相反 し , 方 解 石 多量 の 部 分 は 15~16 久 と な 
9 方 解 石 を 殆ど 含ま ぐる 部 分 は 95 2 に 達せ 9 9 ADOC 7s し 時 に 
RA MAA ILIAS SIH VET LODO CHORES SMeRSRA LO 
[a RIPE BENS LISS ZOHO, 0.81X0-338mm を 最大 と し , WHE 03~ 
0.5mm Offs AS SEHOLDSO0, Re ETS Moy Hs TL 
接し て suture str. 27 F & Shar SAANICH Clk OS I & 7% UT 
は る 。 

RA A TAK UT APICES © 鏡 下 に 認め ら る ヽ ゝ も の は 多 
< AREER IL RAR eB LER EOF Lo TRESELO— tbapiee Bo 
BL Dt OHV, MAZEL PATHE S EODHO. MS¢ SOK 
MASE LO BILE SD LORANS Lo 共 他 crossite の 周 園 に 存する も の 
HY. ZARG< crossite £OM DRL SHEAK SAD. ISM 
Ing EMT eR SS UC HEE Oo SB EPEKOM し 。 


x Pale greenish yellow 
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ZL=Ne | Green 

Elongation(+) JghTas y= ば 1.6202 

#46 < delessite 7 GA. 0-5mm HE eieK & し 普通 は 極め て 小 な り 。 
Ht 122A F759 © 

BHA hid The Stein ith t し て 各所 に as LAB 
他 形 を な す 。 共 量 1 錠 。 多 色 性 X Colorless 

Z Pale greenish yellow 
JEU et ORR 72 FES 5 
BARRE FZAYY 4 FRESE 
(Glaucophane or crossite-bearing green schist) 
No. 24- FERGRK EA AN 

tkee2Rt Sa AI UTHHORER, 外観 る さる し て TORT Ale 
HE GS > 片 理 面 は 極め て 滑 か に し て 石 暑 片岩 に 汐 ず る も の あり 。 本 岩 は 
大 性 一 様 に 非 ず し て greyish green の 部 分 と ・bluish green? の 部 分 よめ なり 

大 構成 巡 物 の 種類 並 に 量 に 差 あ 0 り 。 即 greyish green の 部 分 は 破 面 粗 に 
て 陽 起 石 質 角 陰 石 多量 に 含ま れ て 藩 内 石 を 鉄 き 少量 の crossite を 合 む も , 
bluish green Qi spit Mis) T MGR IC LCR N GA EK LBRA RING 
DEAE SO 9 MRODE bE APL AMR LAT HT 3 VF" o 

BEMCASI, 大 構造 は 同一 岩 塊 の 部 分 に よめ 異な る 。 BM owes 
micro-porphyroblastic str. を 果す 。 此 場 合 porphyroblast は 草 長 石 に 
石 基 は 和 泥 石 , 絹 雲 母 。 陽 起 石 質 角 内 石 か を 主 な る 成分 と な し lepidoblastic 
又は nematoblastic str. PBR YO, 
SMUWOD iad 5G CREDO HK EGR L CHR % る nematoblastic 
str. を 時 し 殆ど micro-porphyroblast BAALS A 特徴 と す 。 MUTZ 
等 は 何れ も 抽 極 端 に し て 此 間 に は あら ゆ の る 階 程 を 示す Str Wit o. HBA 


線 3 1 研 Fi Hh x 本 24329) 


は 概して , Wr homooblastic str. wkd 4H 部 分 に 産 し て micro-porphyro- 


blastic str. 4 る 部 分 に 存在 せ ざ る も , crossite BEERHOWN Mice 
る も の を 除き て は , 概して hom6oblastic str. を 時 する 部 分 に 現 は れず し 
て micro-porphyroblastic str. の 部 分 に 義 見 さる 。 HAUL DIMI Bid C 
興味 深き 事柄 な り 。 

上 記 greyish green の 部 分 と bluish green Opp & MLAS MEU I 


IES LUCE ORR AEE ob b 24 M  OBERNEIEO 8D LLG 


第 四 園 


We — Kin — BARN A aC x 40) 
G 悲 A at 
Oct, 一 面 は 柳 開 石 を 主 と し, MIE OE ET SBI Oo Helene 
載 の 便宜 上 乏 を A 及 B の 2 項目 に 分 らち て 廃 明 す べし 。 
A. 2h; -ikn HRA RD Gre (Sericite 一 


epidote —albite —glaucophane schist ) 
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AEA OK80% % 4G OSHA AOMICARA, MEL DRG, tlie 
2A, IR, BR MN AeRE RES SVCORRMLET. (第 
四則 ) 

RED AILS ALO-E VED EWE Hoikiiin & し て 現 は れ , KHAKD & O 
ESM Db LAIR ET COMER D OF > RH IRMMA IL RIC ES 
る も の ある る も, HIME UREA 7s SIGHS & % UTES 2 o 基 雨 端 は 多 

{AGE BOTA SDM Lo fier 0.81 x0.24 mm。 多 色 性 極め て 著 し 
きも crossite に 比 し 其 色 稀 淡 色 な り 。 


S 8 X Pale yellow to colorless 
(a) Cb) 


Bluish purple 
‘Prussian blue 
Sx 

BK DGGE BOD BND 72 AF AR 
HTS ZS. その 主 な る も の は 
不 規 則 な る 小粒 を な し て 現 は る ・ ゝ 橋 
Bi Bag. UT, AIA FOF E 
rt 72 05 OD BREA SED ZO , PIE 
ay 物 は 結晶 内 に 一 様 に 分 布 す る も の あ 
SN る も 多く は 内 部 に 其 だ し くし て その 
Stel eee hi Uh Hit oy CARTS BAL To It 
Bvaei ye bla) “el LT crossite zone 


G. BNA C.Crossite T. Haq nee aye nee 
(a) Crossite Zone zx#* fi} Be GEE US WietSo Bb A Alsli< LS 


OS 
gale 


0 A 


hat HA 
Be F SILO fh ¢ Aad) Bo Aan tp 2 che 
Ci Zone gigs eee: DNS BBE Ze LETS & TOPO 
a ZR ES BUMPS & OHER( crossite 


zone あり 。 然 も る その 内 部 WAS OC crossite 存する も 外側 に は 殆ど 和 本 く 


綿 303 BT Fe me x 本 245(31), 


BBD ZING BOVERI crossite Om NGI _b Miia TROBE S FAO o Hat 
mas 


a 1.6358 
ma 1.6547 
of —a/ =0.0189 


BN & @inipTid crossite (LIK LHD ARO, ZHEPILAS Feats 
T 8 MRIS BAMEC SAI LIBN Lo Elongation (+). op. sign (—) 
IC Fat Cis UD CMIA HEISE <, 光 軸 角 叉 極め て 小 に し て 一 軸 性 に 近 
Lo til 2520 Bt 6&8 OZ Lo 

HEALENGOMMLERS REI UT B に 見 る が 如 ¢ micro-porphy- 
roblastic str: 示さ ず 。 

Op(—)Jo 小 な る 結晶 より な り 不 規則 の mosaic aggregate を な す 。 そ の 
量 約 52 な り 。 

$i BEL he eh UTR AMOX ¢ UTM 27 Lt OM1~2% 
75.0 o TRIG, 橋 石 は 不 規 則 な る 小粒 を な し て 至る 所 に 分 布 す れ ど も AK 
Bir SD MNS TRACI WIS 見 る fluidal str. AMO HE VAST. HE 
し て その 分 布 均 一 な め 。 和 何れ も 1~38%IE Yo (未完 ) 


研究 短 報 文 


BEFBORZ AWS 
mes: 高 He 純 一 


BPE 7 AO Aa (160m) を 構成 する 岩 石 は 大 椅 教 授 に より 
て 入道 崎 宏 山 岩 類 と 概 定 され , BOR GE LRA, 6 6 DOS BES AY S 
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SOE RMSE. MS MBA 10 年 秋季 族 行 の 際 , 同 湖 呼 北 東部 の 石 
切 場 G 決 潰 補 医 の た め 新 に 開か れ た る も の 〕) に 於 ける 筆者 等 の 観 祭 に よれ 
ば , AWE OKBE TREO ASAAW SORE & OIKS8O0 » M6, I 
AY eee (LE BBC ILS OS A EE LOM RY HO 
司 岩 の 臣 酸 に 可 深 な る 成分 は , 八木 氏 の 分 析 に よれ ば 次 の 如く , 
Fe,O3 141%, MgO 8389 eis き 
GAO | 15:934, - CO, > 21.967, 
Lhd‘ ODLBOUMBAREHIET HIE, 
(1.35 CaO, 1MgO) CO; 
と ょ となり, COs 90-23% の 過剰 と な る に 過ぎ ず , DADA ZARA 46-04% 
HT So この 分 析 に 於 ける CO。 の 測定 は , H- M. Hey (Min. Mag., 
XXIV, 76~83, 1935) の 新 禁 置 に 依 つ た も の で ある 。 
DFA VLE PCBS CLR SMe SL, SO ERLE 
} MICAS ST Sb, UO PIR le CO UE EO TRHKS tr, その 大 部 が 
HEALOMSDIMNSMeSRT 4. NTAEA LEAR ES 6 BEC RT 
RS TUS, 局 砕 物 の 大 部 は 安山岩 性 砂粒 よめ 成り , RA, KIM O MH 
CHUCKS, Ba ( 古 期 ), A, AAA EARY CHS 
ABAMAO BRIS AEE S 2, 6 < AIL BRR EO RAI & 
る も の な る 可 く , 現在 に 於 て は 同 岩 内 に これ 等 の 化石 を 認め 難く , 百 雲 石 は 
上 有 輝 の 如く 砂岩 の 有 結 物 と し て 存在 する も の で ある 。 白雲 石 を 除去 せる 砂 
岩 組 成 物 の 粒度 分 析 の 結果 は 次 の 如く で ある 。 
€ Imm 以 上 0% HE 1/4~1/10mm 83.07% 
同 1~%mm 2.27 同 1/10~1/20mm 1.58 
同 %~%mm 12:58 同 1/20~1/200mm 9.50 


即ち 同 砂岩 は 澄 別 作用 の 著 し き 沿岸 性 堆積 に 属す る も ので, その 木葉 化 
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価 を 含む 所 以 も きれ に よる ので ある 。 : 
CORR AW abit, KARI LO TEBEBLMES 1S GREE . 
Parties 48OC GRBK—7 AOI, PR, BAO DBE C 
SED D WAS), REG ¢ Operculnia-miogypsina 階 の 下 帯 に 連 績 する も の で 
あら 2。 BRL — 7 BAO 3 km の 海岸 に 所 式 的 な 蜜 出 を 示 し 
COP ACA ee URE US SA a OSE L, PRL ARE, BE 
右 質 の 砂岩 を 主 と も する も の て, BHL PL NPSBROWAL US EO 
で ある 。 但し この 海 相 , 陸 相 と 云 ふ は 寧 に 比較 上 の 問題 て , 2BREF, = 
FON 5 EA HERS AS, PRE IL e OFPPBNCH ST SE OCHS, 
TBA BORER Tk, BBB RFS COLMOX)NBA 
AP O, RBC BERRA NERA ORK MAM ARON alto do oF 
これ 等 は 一 般 に 白雲 石 質 て は 無い 。 BEAR 2 0B eld ih AO 
PNH-F AVF? TAK PTUIMOPAW, PBI, si, 由利 等 の 油田 の 
MARA A CNB CMESRTESD, その 下部 は RIE BIG 
す 可 きも の ) 等 の ほか , MUS PROVAS, IOWA SAS bE S te 居 位 上 , ME 
の 分 布 を 示す も の と 馬 へ られ る 。 


尾 銅 山 産 磁 硫 鐵 硫 の 結晶 


RS 
之 に 就 て 別に 詳し い 記載 の ある 事 を 聞か ぬ 。 作 等 は 同 確 山 騰 員 詳 氏 よ 
め 害 津 教授 に 贈ら られ た 磁 令 紅 確 の 結晶 を 貸 奥 せら れ , 先生 の 御 指導 の 下 に 


1) 野田 勢 炊 枝 , th CEs, Oh 12 4B 164 頁 , 明治 38 
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T= =OPR LEO TCHEKZERET So 

‘inh 2 ORI OSE EPC NG Ut Pras DAC Onndd D 6 mE Ute & 
て , 大 いさ は 1 釣 よ め 敷 畑 に 至る まで 種々 ある が , KH CRIM 
へ る 様 な 結 上 曲面 が な いた め , TEMES BG eS SD 出来 な か つた 。 以 下 に 
示す 角 は 何れ る も 接 鐘 測 角 器 で 測 つ た も の で ある 。 

CTAB DA TARO & OD RA RD & OINZOW TAMAR 6 OB: 
者 の 意見 が ある 。 PE SBRED 6 EREO MA DMI 7S BEO BOT 
ある か を 決定 し た いと 思 つ た が , AP OPHAE KAGE LIER WOOT, そ 


DIM OAS PNGEO TICK Frith RO 4 OE し て 取扱 つた 。 こ の 問題 に 
BE CULE TEARS HS RSE CHP 6 SD DBILKOTBR Ao 

han © Pipe & AHR t Oldtidnti ¢ UT Cooor) 及び (zozo) を 持つ た 
WIG MKO MH CH So Corr lk = FOB OHI BIRO KR HMR OB られ 
る 事 が ある 。 (ozo) に は (0007) AAT EAEARD HD. WELD (r0I0) 面 の 
PERIL TH OPAKARIZ. (oscillatory combination) に よる も の て, 第 1 賠 A 


ia, 307 ee Fee HR 本 24935) 


に 示 し た 様 に , FAM OK S RIE ECMO WV EDEDHSo 
Z OFAC LEM DING tht UT } DEEL UCR LN BK 
DNNPPA~TASOL LT, BIAB に 示す も の は 柱 の 面 が 傾い て ゐ 
BEL UTEBARK AME BST So 
以上 2 MOAR ILHE 7S BOROMARD Cocor) MECKRCY LO » 
Bll SR CH VY SOT WARE RU PR Bo 
% = LI MOUEL IE 75 ZS FAIKIKO 
JT ls Magee ith も 多く は 二 つ 或 は それ 
DEO ACR TED 
WTO MD bP Se 
9 合 ひ 叉 は 前 後 左 右 に 並ん 
CAG L UTA SOBRE SL 
える の で て ある (第 2 園 の 下 
Oifitiith 0 
第 2 園 の 上 の 部 分 は 此 の 
Pe teitith D2 BARA Onan 
Ty 22 FRO TEKS SRE 
UT, PRC MTD s MAR ts 
BrRLELOTHS tt 
4 8 IB] Ottis © Jy (00 Bel 
測 名 が 出来 な いた め 決 定 せ 
られ な か つた 。 此 の 結 唱 集 
OAT RAS TDI, 第 2 
園 で は 結晶 を 碁 し く 手前 に 
傾け え スケ タッ チ 風 に 書い た 。 
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第 Oo 園 SAMA tHE RAB EBD Be 
b> 6 HE LIC SIGEEMR OMAN CIE © BEL 
WOM AR LCOS. 六角 柱 は 上 方 
に な る 程 細 く な る 。 許 面 と 桂 面 と の 間 の 
面 角 は 柱 面 に よ つ て も 差 り , RACH 
で も 場所 に よ つ て 違 ふ が 午 均 8o9 位 で あ 
る 。 話 面 も 下 滑 で な く 多 敷 の 互 に 屈曲 し 
た 面 の 集合 で ある 。 

第 4 Mid ABER LAE 6 
産 し た も の で 第 8 彫 の も の より め 更 に 人 奏 ん 
TES SOPIRO AS by CES MI LAS ABU Ute 
EW OMS D 6 LO MOTO, 柱 面 に 
も 上下 の 條 線 が 現れ て , AMADS ROME SITS be RUT 
ゐる 。 それ 等 各個 の 結晶 の 相互 の 方 位 開 係る 定 あめ られ な か つた の で 。, fal 
見 取 回 式 に 書い た 。 こ の 結 品 の 表面 に は 鯛 色 , NOSE 5 Lud 
PAZBH'ELTOS. 

HN e\< BE © HIER) fe WUE BO Te AE EIS RS BUR ES o 


Ze SEAL BEBA, KES d br BAM CH So LE THO う 。 
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4946, BERORUKBARILOST 
Holzner, J. 

著者 は 移 づ ヒド ラー ル デ ヂ デラ イト (Aly 
(OH)6) RUIKIBACMg3(0OH)6) 2 
KBr SHEA LEBLAKIBEG 
ざる こと , ROSHO MIME OFF AE 
造 中 に 再現 せる パイ ロフ イラ イト 及び 清 
右 構造 を 考察 し , MLR RIE IK BS 
SRL UAB し て , SIRT AM TRS 
(OH)-4a it Re PF HANAFI, POM 
BIC OTEK BBB Sr SB PBS IK 
BAIS SAN ALC O/T AHA © 1 
DAAIRENSHMSEcCL EHV, Sz 
に 調和 し て AlLOs を 含む 雲母 は Mg を 
Al CC 4ie IAW HEI LUC O=1L を 基 
BEL UC ATR Bab 28 AF IC 2 SC FRE 
る 。 RFRORG( Si が 四面 体 綱 中 に 
現 和 や る きど に だ が で て 保 だ る (Phengit う を 
知る 。 ゞ 成分 ( 入 面 体 の 中 心 た ある 原子 う 
A3I2cCHHRScLISSRMOSEK 
於 て 同様 に 論議 する を 得 て , その 型 に は 
manganopbyll, 2 Fifi o "4.22 hE Clepidokth) 
BUH D ( zinnwaldit % Bs SLAF 3.3 
BEX Lo fie 62O OMS Ae 
RUBE © IHC SEEM & VY, FASE Hp 
に 於 て は 折 雲 母 型 CM) 及び 金 雲 母 型 て P) 
Df ABS SBF L V te SHBAKHTEO 
組合 せよ ま より なり, FASS RAY HIS RE 
EORLUE, HO CRIKOBG Hi ih to ~ 


PSE SROMBEDHL VS 
ずる に 2P 21M 2s L P hep ase ze 
(FEL, IP: IM OY SL SV, Be 
に 1P:2M な る 如き る 見 受け らち ら る 。 多く 
の 分 析 結 果 を 取扱 ひ て 詳細 に 上 旋 の 議論 
BqI~V_ CZ Krist. 95, 435~149, 
1936) Cis fh) 

4847, Braggite ©2¢H Bannister F, 
A. 

KEW ~ X 線 方 法 を 應 用 する こと 
LULL DO BWP HST SL VGH 
重要 に し て , braggite の BEL at Oo 
適 例 な り 。 
Potgietersrust ih FEO 折 金 族 に 富める 
norite 1 O45 ROD DB ty KR & BE 
L, Cooperite と If (£4 % SMH Ic KBR 
の 部 分 より sperrylite 及び laurite 示 得 ら 
AL PERO OL X- 線 研究 の 結果 A 及び 
BO=FO%OND'SBAREEE VS ICM 
L¢ A の 部 分 に 相 営 する も の に Cooper= 
ite, BB 部 分 に 相 営 する も の に X- 線 に ょ 
Y CHD CBILY birk 4H braggite 
と 命名 せり 。Cooperite は PtS OE BK 
BEA Ls 正方 品 系 に 属し , A490 =4.914, 
Co=6.10%, 8PtS を 含み , そ の 突 間 群 は 
D3) B-17 型 に 結 品 す 。 braggite の 粉末 
wee RIAA. PdS DZHLAREVS & 
ote Swit Pt: Pd: Ni=4.5: 2.5: 1.0 
の 比 に 混合 せる CPt, Pd, Ni) S awe 
BUC, 正方 語系 に 属 じ その 格子 恒 
Wik ao =6:37A、co=6.58A, 空間 衝 は 
C2, wit Ch te Vo AT. PAS 結晶 に よ 
2 TERS braggite と 同じ 《 cic AFP te 
SM ee < OST Bida0 =6.43 


Transvaal Rustenburg 及 


紗 6038) 


aA DR KR 
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A, Co=6.59 A te U o (Zeit. Krist 95, 
201~202, 1937) (25 #E) 

4948, Braggite 及び PdS の 結晶 福 造 
Gaskell, P, F. 

ASB O FE (LH Ah HERE B IC IA 3 Pd 
の 位置 を 決定 する と と と PSS 2 braggite 
の 同定 を する こと と CMH V 5 Braggite 
の 構造 は Pa が Pt 及び Nick VEL 
《 IRS AUS AMEE Vy SES PdS 
結 品 構造 の 決定 た は hk0 © Patterson 法 
及び bkKO 及び h0 の Fourier 潜 に より 
て Pd 及び S の 位置 を 決定 そり リ 。 PdS は 
X OFF HM 20=6.432, Co=6634 に 
し て 8PdS を 含み Pd の 位置 は B=W HE 
ELV, S APE Tih op He — 8 
EFS UBRORMICMES, LOS 
(PLD — ©/2=HE Hil i D JV PAPAS 
Yo KES Sb t ts Pd 原子 の 四面 
fall BEA じ た り 。 SPdy poeta = 
RES V % OP ARTS ETT RUE & te L 
— AGS PRA £ UB Re HVS ce 
VOOR, RFRIRME ESC DLC Be 
へ た リ 。(Z. Krist, 96, 2034213, 1937) 
(高根 〕 

4949, 3CdSO4. 8H20 Offs isis 
Lipson, FH, 

Asa ih HEGEAR Fit a9 =9.44A, by = 
11.87 A, co =16.49A, 8=117°167 jc Fa 
SELLE BIC 4 分 子 を 含み , OB 
F SAMIR Con te DARA VARS & pe 
JES S 36 {fh parameter EBL AR YR 
種 の イネ キン 間 距 離 を 求む る 時 Cd 2 SO』 
REE O/C HEC HRA ase, 耳 20 分 子 
= (£442 IC CHEV, H2O 和 分子 ゐ 


bond は 他 の 含水 化合 物 た 於 ける と 同様 
な れ ど る も , 強く 歪め る 珍 を な し , これ は 
bond の 力 の 有 落 きこ と と に 原因 する と 考 へ 
ら る 。(Roy. Soc. Proc, 156A, 462~470, 
1936) [高根 ) 
4950, 弧 光 スペ クト ル に よる 本 那 産 火山 
性 硫 黄 中 の 諸 元 素 の 検出 alg eR HE 
TEREX 0 

ALAS FRE BEET AT (© BOK} IC He & BM 
MEANT bw KL SEMA EGA YA 
SUEY (La BUH HE IS CBP A RSIS 
ME SRBtLLAY, 残留 物 に 就き て 分 
光 分 析 を 行 へ 9。 検出 され し 元素 は Si, 
Ti, Al, Fe, Mn, Mg, Ca, Ba @o#8 Fist 
3, Co, Ni, Pb, Zn, As, Sb, Bi, Te, Cu, 
Ag, Hg ORT KRUPATOR Op 
REIS LCM OTK Vo COMBA 
元素 の 大 部 分 は 岩石 粉末 と LC BEBE HB IC 
混入 し た る も の と 考 へ らち る 。 親 銅 元素 の 
頻出 度 ( 槍 出さ れ LU [nee 47 に て 除 し, 
100 倍 を る も ゃ の) は 親 石 元素 の も の に 比 
ULC#L¢ ic UT, Co, Zn, Pb, Ni, As, 
Cu 等 の 大 な る も の に て る 約 10~20 Hic 
UT; 他 の Te, Sb, Bi, Hg, Ag“ in 
i R— DB) Beh S A し に 過ぎ ず 。( 日 化 ;57, 
173~175, 12) (FE) 
4951, 朝鮮 蘭 谷 産 十字 石 田久保 管 太 慎 
78 EYL Set HE BS BRO A IA F RSG O- 
FEAR BEL AB OYE TICE, 
Rit & DHE FRE SY OK LT, 
Hi MLSS L PHA _b IC Rvs, C1109,€010) 
CLOT) 及び COOL) FURY, HA EMEC 
(232) & MMM LF SMB ee VU, 分 
NTH Rts SiO。 40.03 2, Al,0 342.74, 
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FeO 13.26, TiO。 0.62, MnO 0,24, CaO 
0.35, MgO 1.61, H2O 1.35, Total 100.20 
に し て , © SKERRIO 過大 値 を 示す 
(LAP AB ( OF WS GSE L, PP 
WHEL BET So LCEL COeSRL 
(地球 27, 254~256, 昭和 12 年 う C 大 森 〕 
4952, SRERDOLESMHAH 原田 
EB 
AFR EDR) © 4S 7 rte RE MAES 3 
資料 に 開 し て は , PRBEK ミ され た る も の 
を 見 ず 。 HPs 1807 年 乃至 1935 年 間 
RR bivk SAF AMI © Ss 
BHA S MIE Do BSE © AE Ia 
Dana の System of Mineralogy ic Jk & , 
140 FR DBE PIC MC 764 個 の 分 析 結 果 を 
MERE UV, MEOPC ARICA CHH 
Tike SPMD &LBE VY, Courn. 
Fac. Sci, Hokkaido Imp. Uni. IV, 3, 
221~362, 1936)( KR) 
4953, 3h #OBISZ Winchell. A. N, 
ALIFE IK Ub AIO MA Na:Ca 及 
び Si: Al OFFS iIEHBAKCHRBLC 
DW Vo PINE thomsonite OHFZE Ic 
以前 用 ひたる 分 子 は 
Cag AI gSi1gO32,Aq. 
NagAlgSiipQ32. Aq. 
Cas AlySigOs:, Aq. 
NaypAlioSigOy, Aq. 
に し て , RE OPZICH CULO OD BFE 
BRocMHAF Sn LK KHMER AC, 
thomsonite «C4 UC lk 
Ca Al,SigQg. Aq. 
NavAlsSigOg. Aq. 
Ca AloSigOjs. Aq. 


NagAl ySigOie. Aq. 
の 分 子 を 用 ふる こと の 正しき を 述べ 更に 
Si0g の 多き 沸 石 に 調 し て は , CaAlg 
Sizo05:Aq, NagAloSyOn. Aq を 用 ひ て 
就 明 を り 更 に 沸 石 類 の 成分 を 考 へ Si4Og 
Aq, CaAlgSi208.Aq 及 NasgAlgSisOs. 
Aq を 正三 角形 の 項 跡 と し て 沸 石 類 を 園 
I UCU A ORD SBME & RIT. Am. 
Min. 22, 85~96, 1937) GiK A) 
4954, BRCM CHE Y BAROBE 
Grigoriev, P., Iskiill, E. W. 

3 {DIBA AE PARIS LIBRE I~ Cc 
#1 1350? に て graphite 堆 場 に 入れ cryptole 
WEIS CHRBRS 9 DC し て 得 た る 成 生物 は 
WacANAI LUC, 初め の HNAe oO 
#L* ZR RHROREMS BK LT 
LPH RA ICES CLM BBITCT SKK 
So 夫 故 に その 成 生 物 に は 鐵 の 基 少 な し 
M CaFo LE LTAVES Ca KKIT 
Fe iI HOF CHIC OHA 
BBS SB, MMIC 於 て SR He a 
MT, ZEOMRCKI CHAT OMA 
(LEMET A X 線 の 研究 ょ り 新 成 生物 は 
AI AIC LC, MA ois 殆ど ょ よく 一 
RS LEMS OCHRE CE ORM 
距 よ ょ り 角 問 石 を 結 品 する が その 場合 に 化 
MD iis YBMes VEL U MAA & 
PER A ITIL FG Mlk OW D FE FE WME 
Uc Ft Ape ic c OF と 同様 に 作 
FAL Fick ) OH を 置換 し 得る と の 
Rat & HELA KY CHEW Vo 
RIE C. Doelter は 多量 の NaF 及 MgF。 
EAAN~K OBZRLANA 2 eh LUCH 
LEE RAV 著者 は CaFs の 僅か 


抄 62<40) 


a Ai Th TR OK 
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5% © ARO CHB 3 BUC HAE RAE 
20, KKK MA ORAM EREAU 
た る は 明か な りり 。 CAm. Min, 22, 169~ 
177, 1937) GRAD 

4955, KC1O3-KMnOx 系 の 規則 的 合 
生 と 異 帝 混 品 及び 一 般 和 的 理論 に 詩 す る そ 
の 意義 Seifert, 有 H. 

H. E. Buckley に 計り 研究 区 た る 
KClOg の 品 癌 の (MnO4 う ' の 影響 に よ 
SBMERU KCIOs HO COOL EK 
ける KMnO4 の 規則 的 合 生 を 施 載 に 於 け 
る その 設 明 の 不適 営 な る 部 分 を 更に 一 般 
Wyte S Mimic LV Ae AAR © eH, k VY 
APEX SRSODIEV o CT OMPRANIK PS S 
aN TEER by HP NRE bE LC AB 
違 す る も の が 互 に 規則 正しき 合 生 を な し 
或 は 混合 結 品 を 形成 する こと は その 合 生 
SATA ih OEE DF iC INT RBM 
ti DASE EB AMIE — ELT BAH WIC し て 
例 へ ば (101) 面 に つき で 考 ふ る に 別表 に 
Mt S WAM SAE FAO IE WAD BW 
OI LT, COMBRICAG Ze Rt~ 

KCIOs KMnO 4 
bo =5.58A bo =5.72A 
3dior=21.15A 2dio1 =23.464 
Ad=2.31 810% 
= Ub in OTR ICR LC RE HO 4 a 
a4 tvPE RU OF 4 YORIRO YAY 
HiME D Fi ~ OF fh] CD & CHRLT 
PN ft LIC WS 3 RAW) & Hey LC RIB 
卓 の 理論 を 詳細 に 吟味 せり 。(Z. Krist, 
96, 111~149, 1937 う < 高根 〕 


BASRA 


4956. KS AIF 3 Doll BYTE 
用 久野 久 。 

AL ah GAIA UAE it Xe UE 
BO] UAE IRD LH Rae & % FM 
し , Or-Ab-An 及び Wo-En-Fs の 三角 
lal CPese LCA 4 OG 件 開 係 を 検討 し 
ROME MME PUY 従来 多く の 火 成 
AID aeRO SK &RRF SO 
LE~ bik 6 GWE RAM LIE EY 
BOL RMR RAK UPR MA, 
普通 輝石 等 が 品 出 し, Ue FIT Gh A Be 
物 と 岩 具 と の 反 應 の 得度 の 相違 に ょ り 岩 
ECS (I ~ fil) & DHEA META & KEV CAM 
され た る も ゃ の な り 。 AFR Head Lb 
と ほぼ 同様 の 過 竹 に より て 生成 され た る 
も の な る が , MOM WOM 
移動 集積 が , 残 液 の 成分 に 著 し き 影響 を 
BLS. 2k Pe, (地質 44, 262~284, 1937) 
Cay BF 
4957, New York Jil] Dutchess#O 
HAMOMLEAOWR Barth, T. F. 
W. 

New York ji od x 70 iD FER Do 
Th KIS * DARE YE ORBEA ROEM 
fERIC k Ri * DFE ORAM (EM eT 
7 Uo BADE AREAL PG LU FA YLIC a S.C 
従 て 著しく , 三 つの mineral facies に 分 
類する と と を 得 。 即ち 

(1) muscovite slate facies 

(2) cyanite schist facies 

(8) sillimanite gneiss facies 

CL) RU (2) の 境界 は biotite isograd 
に より ,(2) と (3 う の 境界 は sillimanite 
isograd に よる 。 


48313 Pb 


8 抄 63041) 


Cc OVRA kV BAAN BG SBC EEE 
ALF Silt |< ES BRR ATE D BERL & BR Ys Bt 
AYIC MLE ATIC kV PEM te B AGE & FF 
ひ た り 。 REAR LRU RTO MOE 
EEWIBA Re Spa A, -F-M-K 投影 に ょ り 
BLE SR, = OBAMRMTFL A, fk 
り 直 線 的 に 遠ざかる 傾向 を 示せ り 。 最後 
に 筆者 は 火成岩 と 獲 成 召 の 中 間 に 水 成 岩 
DBRARICL USN CECE SBA 
c¥} L “ Syntectic” rock な る 語 の 使用 
を 提唱 を り 。(Bull. Geol. Soc. Am., 47, 
776~850, 1936)C 入 内 
4958, BECKIFS ASHLEY BAAO 


再生 Aly 4954 参照 。 

4959, Carlingford, Barnavave の 
SRBRMEBUEOREE Nockolds, 
Sick. 


Barnavave Jif) 7jJRE& 2 = we 3 
GET AER MSU, RAL ARA 
DBF RUMP ELD Ml DA BELUE O HFS 
REAEV, MRHOMRA BLS RCA 
KRESAe SEMON ERS Ems V 
A ead ARO BAe LV AS tv 
た る も の な ら ず し て , 正規 花岡 岩 の pare 
wZSE%O MLO tv 
CAH ABIL D UEAICBE し , PREBIC BS 
CHEE RAO TA EAM, 現 
Piktt STEMICA CHARA OMEBA & 
込み , DURE LE DUE EEN & Bet VY, (Geol 
Mag., 74, 125~132, 1937) (yy EF) 
4960, 火成岩 の 軒 化 分 解 に 因 る ラテ ライ 
ト 和 怪 土 壌 生成 の 一 例 服部 式 彦 , Be 
次 ;, 杯 護 生 

pier SPR EIS HSC, アル カリ 


tial differentiate 


ENG O—Mite 3S Hib LICR A ea 
“bt tla eos. aes 

WZ L, AURA, Been, Sea 
die Caen 

FFF7A PPEEWES ERS SHAG 
BU IL HL HE ARIS BH Fe VY LTS OC CEP E 
HERE LHL HEEL, その 一 部 は 全く 溶 
KUM OR D (kD HE S PEP & LOSES 
し て 二 炊 的 に 安定 な る 化合 物 を 生成 し , 
叉 置換 性 協 基 と LC REPRE RIC RA, 
れ ら る くも の と 認め ら る 。 計 鐵 分 は 分 解 
の 最後 に た 於 て 天 部 分 水 酸 化 物 と し て 残留 
LHL 43 UCHR EBLE 猫 
AME ELE DAT OPEGLG FF 4 b MER 
壌 生成 の 母 則 と し て は 比較 的 理 酸 少く , 
且つ 務 ア ルカ リ に 富む を 以 て ラテ ライ リト 
AEE Bet CEMA TEAS SLOLE 
ふさ べき な り 。 CASUALS, 8, 17, 
1987) CAP AD 
491, Bt ABOKS ORAM ICT 
FAB ASK 5 

Si IN EE AL IC BEC OMAR & 
W] b DIC SF BIER PRICE VC HE 
を 求め た る に こと は 適 営 な る 方 法 に あら ざ 
り し た め , ARRIK Ee SAER & SRD Fe BIC, BE 
LA BOKDPIILEGKL BS ~%% OTe 
SHV SP LRNAV, MALAI T wv 
TIDBX—-MPLT UT FODE WK 
分 と の 二 つ っ つの 含水 化合 物 の 混合 物 な る 事 
BMV, COMRMME D 1 SABRE te S Yi 
度 は 夫々 510° 及び 557° に し て と の 時 
腹水 た 要する 熱量 と し て 水 1 モ ル に 就き 
夫々 33,000cal 及び .30,500cal を 得 た り 。 
BBL OFEEGIL & @ fpE A ERM ZED HF & 
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—EL KR SGRE MAK VS 同時 に 行 ひ 
し Zettritz AY YORMERU RIT A 
ポー ル の 解離 麻 に 比較 将 LC 8 A 
BAERS SNOOP MAT (IT AR 
ー ル 及び カオ リン と 考 ふ べき も の な る 事 
を 示せ り 。 病 し て 解離 謙 測 定 は か ヽ る 岩 
Bi OF KIRA te B ZIRT IVE O — HE 

と し て 用 ひ 得 る も の と 信 ぜ ら る 。 人 解離 礎 
EEL LURE AS eA LU CHRIKT 
SICBED S BU BRK CHE Tkg cH & 
me 450 cal FFE VU, MACH ey 
BSE O He RIS KC PEM ie — Fee VU OCA 
fe. 58, 176~'81, 昭 12 へ C 待 場 〕 

4962, 愛媛 堅 別 子 附近 の 岩石 地質 鬼 報 
Hi ESE — 

FER © dd BS S BGR] O EGE IS HW FOR 
IRE L. 銅 岬 川上 流 地方 及び 東西 
PA os Cry ete HBC UC, Bi WF IB, 
AML HESS MAAR 1 より 成 
る 。 HW) OE My AL HE LC Bi od -C A 
に し て , 一 般 に 西 懲 北 一 束 徴 南 の 走向 を 
有 し, 傾斜 は 北方 へ 傾け り 。 分 布 す る 岩石 
(LABROM( DAS 3 2 Te COMBA 
Qs CBRN RAHA C4 aeBs 
BUT A OFM UO (Mitre 
Alo LC, QAI I © BARE LE 
(DUP aE: U CHER 
の も の に し て , LOAM & Mac) 
C4)5) © MEE 1K NE EIR IK AGT SB 
の な り 。 ARH LIC Be MEARE SR bh be 
IC BS CL & SET EM Bee ety 
MOPE LMS \ SAGE RO 
FEHETEY 5 PICS MOR OBMET ZA 
SIC EK 1s 3 HE, FAS, BRK © texte 


きき 


する は 偶然 と は 老 こ ちら れず , AMR 活動 に 
BABS VU LMS SBR EET 
RO CAH © Hi th He Ee 3 
WAHL B~breSsMsSL. MoMA 
ーー つの 條 件 で は あれ ども , それ の み に よ 
り 生 じ た る も の に は 非 ザ し て , RKB 
下 に 働け る 火成岩 及 基 晩期 岩 紫 活動 に ょ よ 
り 始 め て , 各種 の 結 品 度 高き 岩石 が 生じ 
た る も OLHA5S, MEK iL Bil — 
HEIL, MRR Ibo デー タ は 険 
き て 詳細 に 論議 もせ られ た り 。( 地 賢 召 雑 謗 
44, 121~140, 1936)C4F 
4963. HB RILY PLWLARDA EK 
GE LED BESS Goodspeed, G, E. 

北東 + レデ ゴン 和 州 の Wollowa [ljtp oF: 
AxarvI7=r acs ese rei e F 
Uo WT BIC (t DHEBEM L OV Bet Oe 
A OWED FRGEKEA NST o COW 
Wala Aa kV AMIE © AEH © BR HE IC 
LT, CHL UF MM AZ tA HY C> Li 
SMS RE MLL & te VIICILA ( OF IEE 
YRS ABEL, KEW LEK RS 早 一 
Mit too PHOBIC AIT ER 
mORKL OIL Rie SH MEL AT 3 Me 
RIEU RRS ABMMREAT, RAK 
DBE OR 2S FEE PI BAS A 
JWR O AI y 7 = WL AI Opel EL D HF 
究 に より 自 形 は 結 品 成長 に 不適 営 と 考 へ 
bd SHKMBICIS TC BAF SL BR LBA 
Dib RLY 7 = WAL SEDIC HALE HSS 
BAS OME BSE EMT. (Am, Min 
22, 133 へ 138. 1937) GIR A} 

4964, 得 撫 島 の 地獄 火山 BARRIS 
地獄 火山 は 極 業 岬 ; 十 地 獄 山 , 活 火山 地 
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TRU D BAKU EL VAR BS, MEU IS 
Br Fi BE UE FDA EGE PR AL Uk 
MEE BUA RS Le, WHR 
ALES IRA (RHE RUA te Vo 
RE HL HIE BHC, Anro~Ango, 有色 
Ti & AEG 2 UW SRI EAS 
Yo BEPICUG S REINA HRY © Ah BI 
Frit ih 6 UR REE A A PSHE TT & OY 
Pte Sb MBE TI & RAHA O BARS YY 
Dir bt , tk REWRITE BO ee 
DMT EF ~ SHERK A PRD RD Lb OFF BL 
Bm LIME NO BARA XY EET 


OME LB~ SS s AL RUT itil 
HOU KAWF & Us CAI, 3, 

163~185, 1936)( jaf BF) 

4965, Merapi 火山 の 1833~1838 年 間 
に 於 ける 活動 Neumann, M. 

Merapi 米山 は 1872 年 に 西北 方 に 面 せ 
SAD & AL BS AS BIC 1883467 jj 25 日 に 
は 本 火 日 内 た ドー ぇ ム を 生成 し , RBC 
Oe EBL, 1D 1K (aE BEIC HEIR 2796M 
と な り , 1884 年 11 月 まで その 生成 を 徐々 
KH, それ 以後 却って 多少 陥 流せ り 。 
BAILA — A ORS OBB ERS OW 
Bm SU cCAMme 0, 本 ドー ム は 現在 は 
存在 せ ざ る る も 1930 年 の 火口 忌 ょ り 大 体 基 
ERE Hest SEV, 本 ドー ム の 南側 
OM $A FL IS 1884~ 8858 1c 4% L BRM EA 
at Be wD RU AEE L (BREE & Behr 
Y , 1884:211)) & Y 18884A8 fj iz4 7 ip wD 
PREM & 36 & ce 8 [IBA tc en Be SEK 
活動 を 開始 し, ドーム は 再び 生長 し 始め , 
WT RAE DE HORII 月 に 入り >, 幅 


TAKFOR KO ABE 3s LI Le LICH 
て 幅 6 AFORE SMT L, 活動 は 最高 に 
溝 せ て せり 。 と の 時 に 燈 岩 ドー ム の 大 部 分 は 
BUS LIK Vg COPILPREM BO 
流出 を 見 た る が , FLU AGAMA Tk  H61888 
年 8 及 31 日 , 9 月 14 日 , 22 日 に 熱 雲 を 伴 へ 
} EMA ASE Y FES + J FAIL & TE 
NU 5 著者 は 以上 の 活動 様式 は 1930 年 に 
BG OKREE LAM eR SeIAU, HAO 
ICME & OBES MAK VY, CZ Vulk., 
72, 93~113 1936) (yay BF) 


| 4966, PUZRRLUREE BORE 佐々 宣 
る を 知れ り 。 WRU EE UE | 


Ae DRE UL AWC AEST, 火山 地下 
に 永年 の 間 に 極 く TR IR LIED 
質 と 勢力 と を 極め て 短い 時 間 の 間 に 人 火口 
か ら 放 出す る 現象 と 見 られ る 。 MOR 
D> BKM ~~ OBMEILS ( — FIC HLS FRE 
VO’ OCI» 其 間 に 必ず 或 る 過渡 的 
な 比較 的 乱 束 に 物質 と 絵 力 の 移動 する 一 
階段 が ある に 違 ひ な い 。 此 の 基 想 の 下 に 
KARTE A Bil Ae TE JF CH CER EL 
Lie ttinat & 08 L, WA Fi 4 BD ARIE 
ELBE DAZE & FF UR OB ih ETT 0 

IU BREE UL RE CPR SE AW 大き 《 EB 
小さ く と る 唯一 つの MUL EME CS, 
SUSE L CHS MERE Roth, 
何時 も 必ず 火山 自身 が 微動 に よっ つて 其 の 
PARE EERE S So IME TT IK (LLB D HP 
ie ey Hh Be AE LC ALR Ic Bg te 
#8 50% Di Bit 5 > Sih BE AEE eo BRA 
ROB BICBM SS, CEO CHM 
MRO UC, 各種 微動 ) 地震 
(R&B) LAG ORME aa T SE © IE 


4 


抄 66(44 ) 


aT DR RS 


#8 316 


Li MASENTHE, AMOR 活動 期 
開始 の 時 , Wf CRE ORR S, HISHEA Cid 
PRES TE BT — 3 PRBS APES te 
L CHE 3 MH ORBIE PaO AE e % BR 
め 知 る と と が 出来 る の で ある 。 

2E [A] URES © VRE IK BAD S ak_L eh Sh4- 
DOBRO Fb, AMR Hasta 


CRS SRM AS Lomi BET | 


St OOKCH B CAI, 5, 129~148 4 
We 12) ere $3 
4967, AWSRICROC# C7: Shine 
ROBKERVURSEROBBOSHICR 
て 山口 敏雄 。 


AMERIKA CAC SEHR KIE | 


AM MUAH PICS ELE 3 Gitbk 
素 の 酸化 に より て Bet られ ; KCL O 
生成 温度 は 100°C 以下 な り 。 ZEB 
の 諸 種 の 形式 は 生成 場 記 の 環境 の 差異 に 
LER DCV, HADBAOET SLO 
(34 EVE EA 陶土 化 作 用 , WIR FEE VE 
用 等 た し て , 硫酸 の IERIE KE OY 
Siw AA 化 作 用 を 生じ ; 然 ち ざる 場 
Sle EK MEE ES BATHE 
用 は 何れ の 場合 に る 件 ふ も る の な り 。 
LSE OPW te VU LENDS ANT 
FF 1 EB OR AK & GES SICK DG th aK 
の 作用 に ょ る も ゃ の に し て , こと の BK 
の 根源 は 火 加 活動 に 因 つ て 生じ た る も の 
wMVEOMLSV, & LSM ris 
Al AGE SEINE & RUG IK OY CAE 
Ck dR RKO —MA tL R3t tL BG 
~ Lo Ch KAPHESE, 44, 202~219, 1935) 
Crp tf) 


kh Bk 2 


4968: RERUSHOLMANBRHE FE 
る 方 法 の 研究 Volkov, S. T-, Timofeev, 
IU, We 

APL sk SL, 機械 的 装置 を 
用 ふる 場合 に は 或 る 成分 の 撰 撮 的 江 失 の 
7 OR REICHIMED B ete LC REI 
定 の 限度 あり 。 此 の 限度 は 岩石 に よ ょ つて 
WLI SLO SM, 著者 等 の RHI 
O— WAVE & PLATES VLE, 多く の 
場合 一 150 mesh KRE( BIBL WoOR 
Yo MMA Johne’s sampler を 用 ふ 
る Hy & bw L Johne’s sample の 優れ 
bh SSCE 2 YN, (Transac of the Inst, 
of Econ, Mineralogy, Moskow No, 60, 
1934, 4 FF) 
4969, Mexico, Zacatecas Jl] Fres= 
nillo WifthapE Asbley J. H. © 

Fresnillo #f§l)(t Mexico, Zacatecas 州 
E] Paso 市 の 南方 750 ROW DH Vo 
TAL RB) OSCE EOE, Tabi LOR aS 
O=MIK TS SEH PRD IS WZ 
EY 540A MICU, RO Beth yy, RR 
び マ ン が ガン の 酸化 物 , 石英 及び 方 解 石 よ 
り 成 り , PSSM CRs ben, A 
岩 , 硬質 砂岩 , OLA te U We ORAS at 
HB ICAI ete L, BRIA By Au 
0.03 oz/ton, Ag 16.5 0z,/ton, Pb 1.5%, 
Zn1.5% BAT TRGELDRA It 345mR YY 
PR UCM L ( WRIKe SL, ENR, 黄銅 
Th, FLA STR PLUMS, GRE mise OR, A 


| 英 方 解 石 より 成り , RCRA BR 


ORAM Ate). Au 0.02 oz./ton; Ag10:7 
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SF 
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oz,/ton, Pb 7.9 %, Zn 8.3126; Fe 7.6%, 
Cn 0.71% を 有 す 。 (Engin. Ming. Jour., 
137, 279~284, 1936)( 45/9) 

4970, 北 瑞 典 Skelleftefelde の アン 
チ モ ン 太 物 と それ 等 の 共生 開 係 
lin, S, 

RRA t SELB MILA DY RIES ILO 
LG BAIS WS T AIC Ae SB Ole 
BENIN WR ERIR. PIRATE SS IK DELS 
Bie tPSo U Litto Met oROR 
流 ょ り 生 ずる 含 ア テン チ モ ン , HMB 
に 窓 接 な 開 係 を 有 し ーー 卿 立 系 を 形成 す 。 

雌 の 系 に 於 て は 残 液 は 度 に 品 出せ そ る 硫 
化 列 物 と 親和 力 が 強く 之 を 深 触 する , 証 
し て 先 に 上 品 出す る も の は Sb を 多量 に 含 
有 せ る も の で , LUD & OIER Fic Sb に 
ZU wY, Rica Sb &S = MHA 
D fn WIC AE S > DY IRAE FEAR O HM Lo 
叉 は 

nonitC Hy Sy Me} Gt & & tr) — Fahlerz (48 

ihfE BO xe fy & SEC HK & HiT) 

— Fj $3 Hi 
此 の 系 の 残 液 は 個体 と 反 應 し て 之 を 一 部 
DBRS SED, 末期 に 於 て る 猫 僅 か の Sb 
BEAST So WO Sb は Gudmundit oF 
CHESNTK LIETET So 即ち Sb は 品 出 の 
BIC HS Tie Cu Lik BAMA & HOT 
ゐる が , AK 至れ ば Fe zx Cu & Sb 
Ke LAROMMA tm F (CBS. RM 
は 常に Sb と 結び , Pyrargyrit と し て 産 
LEE GA 1S REICH STR OD Hh BIC S 0 
Undersékning, 


Gavee 


Jamesonit Boulangerit — Bour= 


(Sveriges Geologiska 
Ser, C, Nr. 4041936)C 小 岩 非 〕 
4971, Minesota M@#WOSABAR 


BR Grout, F. F, 

Rainy Lake 地方 の 金山 で ある Little 
American #xillt 1900 年 以前 は 見 込 な 
ZEODELCHESNLYUONHIV, CORE 
RIL HOMER O% DIC LTC, ER 
A AOR AUR te な り 。 同様 3 BE 
脈 は Vermilion je Ae o JHB IC (SIC RE 
CHER Vo CORRS BK S Sys 
SABRIC EHO HE SS WIA te 
SILA SA の な きも の な れ ど , 1865 
年 以来 の 探 奏 の 結果 は , MBM i SSS 
の と し て は 認め らち られ ざり し な り 。 著者 は 
此 等 の 岩 硬 的 研究 に ょ り て 種々 の 型 の 
Ue E> 即ち mesothermal veins, contact 
deposits, segregation, pegmatite, deep 
seated replacements % Ji, Hi Y (Econ. 
Geol,, 32, 56~68, 1937)( #4) 

4972, Ural #ADAZOVMEMRICR 
t Zavaritzky, A, N. 

白金 は dunite POF v ASMEICHEU 
CAI L, 2 D7 a 2 Gkpe ig dunite 中 に 
nest % (i schlieren と し て 不 規 則 に 分 布 

; ae, 


volatiles を 含め 


せり 。dunite は basic magma 
体 に し て 比較 的 多 基 の 
Yo FU ABH L AOL D du- 
nite magma OYP*NOwP SAIC LT, 
JL PAMEROMEED EAR Os 此 の 時 に 白金 
の secondary alteration を 生 し て 銅 及 鐵 に 
富める rims を 形成 そり 。 (Geol. Comm. 
Mater. general & appl. Geol,, 108, 56, 192 
8) CP EFI 
4973, Sadon RWW O SREB SAREE 
barov, E. E, 

DY AYA Sadon PEL PUK OE 


Zak - 


#68C46) 


a Ai Th MY Ti ik 
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2100 KICK RO WR MES BALIN ICSE FT 6 
LSBs AMSAT, BM Hk 
BLT, TOR, SEIT, HL OR, RK 
鉛 硫 等 に し て , URAL UC AR, 方 解 石 , 
RVEH, ALLE FE S-> THIRD PARC BE 
鉛 と 石英 を 増し , 上 部 は Bees HRA 
Mo BAILED RMWO parage- 
nesis J% metasomatism |< Hi = CMH L, 
22TH > fe AT % Hwee V o(Trans, Inst, 
Econ. Min., 46, 54~154, 1930)C 中 野 〕 
4974, REE HFM MarmorM#FOR 
Mars Ramdohr, P. 

Arandis の 北方 約 85K IC HZ Stiepel- 
mann PUI L HF ESE AB Ow EE 
83 % FF AIA FS KORE 28 存在 し , 2 E OBE 
RUSTE NF IS HE Le SADR BCR PIC JR 
Wit 3 PAB TEMA IC し て , 次 第 に BOK 
PERRIS BEY SL ORV, LHEOBK 
に は 60 種 以上 の 種々 な る Hie Zw, そ 
の うち に は 特殊 な る も の と し て . arandi= 
site, nordenskidldite, herzenbergite, 
stannite, tourmaline, scapolite, danburite, 
scheelite, fluorite, 等 有り リ 。 Iba wow 
RET S VC, PIE SngS の 式 に て 
表 は さる べき もの, 及び Sn te 10%B dF 
め る sphene #4; y , (Neues Jb, Min. 
Abt. A, 70, 1~48, 1936)( 1s Hy) 

4975, BEE OMS MRO RA Marzai- 
ev, P. M. 

He PY REIN IC LAR PENN te BAM OBE 
RAD Vo 

CL) Knibyshey $j © GEER 

(2) Sukelivs GRIDER 

(3) 7) 3 742 EB Chekur-Koyash 硫 


De RAK 
(4) コー カサ ス Kazbek Ag D Whee We 
床 


(5) 小 コ = コー- カ サス Ctumur Bie TET 
C6) PAF VY A ODER 
DEAWAH ORO, 後 三 者 の 成因 
(LACH BD & BAH SCOT IARI SS 
AMIE & BARR B BEAL AY TERE 1a Hb. 
下 深 所 より 上 昇 す る 硫化 水素 に 依っ つて 生 
成 き され 硫 蓋 は 岩石 中 の 空 際 中 に 不 規 則 に 
VEU S tL, BEG DAAC (LFEPA Rt Yo 
SRS ICM =A OP B ICTS BHRDR IC PS 
CHL PETS PEAS © JHE & My te TK & AB 
L, AU AM SEO MBM KPO 
MAS Se し て 存在 す 。 周 園 の 岩石 
QHICAR RAK A, 泥 灰 岩 人 等 の 潟 沈 積 
物 に し て , 之 等 構造 上 及び 産出 和 駄 態 を 見 
る に 坪 岩 と 同時 期生 成 物 と 考 べ ざる を 得 
ず 。.(Econ. Geol, 52, 69~103, 1937) 
Cir PI) 
4876, Lake Superior BARAOA 
水 濾過 Gruner, J. VW. 

著者 は さき に Lake Superior oR HE 77 
OM RO EAE EL LCE 
KIC EY CMM LW (1926, 1930), 
ARM ~ Dame Die = Av, 特に 最近 の Allen 
及び Day の Yellowstone Park 34 4 の 
HALIM S 1, MROME SLC KH 
た り 。 著者 は 特に Mesabi PE ICHEX Cc 
FEAR D ERR OG HIKIS XB GER O 
MERKEL, LES 著者 の 新 許 を 以 て 
ROE Yo SH OPAC KAIF, 熱 水 の 
主 な る 源 は 地下 水 た し て , CHRKRS 
HARK DBRS bie SRR BR 
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物 と 混合 し , Whe Fh CHOK LU, A 
ROK SBMLESICBS, WHEW 
ZeIC MOC LHL, HEL ikpD = PTO 
上 に 堆積 そ し め 一 時 的 の 覆 ひ を 作ら し 
to © OMMit Lake Superior 型 の すべ 
COPMMIC De CHAZ HHS LOI 
t£x~, (Econ. Geol.; 32, 121~130, 
1937) CHER) 


Bo te ik & 


4977, ABEABARES yh, 
AL Yat Aa ASME EK ig BOT SE IP aR BR 
kgs 7h SBR BL, これ を RO 
CHE MOM MKS SER AAS V 
BO AL ZHELRESKRAT 9 VER 
物 は 油 坪 頁岩 含有 居 中 に 流出 そる 安山岩 
AGRA OTLME AIRY SEBO LD 
WO thi iC FES 5 FC OMA HE V 
由来 そる も の に あら ず し て , 玄武 岩 流 の 
' 鷹 に より て 油 母 頁岩 が 乾 飲 を られ て 頁岩 
Wee, BK Sk URBe bn c A 
PMRBCESLOMHV, Mic co 
BO FEE AIIM & (LBA HE TE 
SOV, BAMA SICH 3 HE 
探査 を 必要 と す 。( 満 鐵 地 質 調 査 報告 , 88, 
40~51, 1937 う (和信 木 〕 
4978, ABEKABSOER 尾崎 練 。 
SRG BEA SRE P&L AI FE 
に その 性 系 を 研究 を せる 結果 た にょ れ ば , = 
Oye iets ik asphaltite の 肉 gilsonite に 
TT st, 酸素 及び 固 珍 ペ ラフ イン 含 
有 量 多き に 過 ぐ る を 以 て 新種 父 は 匂 種 に 
あら ざる か に は 推定 せら る 。 Kiml—wls i 
油 系 と 考 ー ら る ょ くも の に 比 し て 酸素 量 多 


FILER, SOPEW(S asphaltite cj し , 
硫酸 試験 の 結果 は 石炭 系 に 非 ず , BAH 
珍 ペ ラフ イン に より 頁岩 油 に 由来 する も 
の と 考 ふ る を 得 。 証し て 元素 分 析 の みよ 
り 論 ずる と き は 撫順 足 岩 油 に 稚 類 似 す 。 
( 満 鐵 地質 調査 報告 , 88, 52~61, 1937} 
CAA 
4979, FREERAM FAR SGRES 坂本 
IEE 5 

Fea) Se Aa FU FR SH A oe FPF SI > yh 2 US 
= MPBOKIC LCE DAG RUIERG 
RPA L, アス ぇ ファ アル ト HAA PIE 
さき 0 パ ~6cm OWES MIRE te LGM E 
件 ふ 。 WHE ait BLS varves Ape 
L, JAS 30 KICKED SB DIC BRIE a ie 
ee ee eee 
TH A (3 TENOR © HET Hh ae t A — 
race «cee eee 
し 得 ざ る る toluol WRN 7h RUT 
Ye BAT o KIM TAT Tw b ROM 


FREE O toluol WYK ify 
UHHH © ARAL BIS kU Jay AI AE ee 
SOLE BB GMAU HIM AE 


88, 64~65, 198DLAAI 
4980, Brazil M Alagoas の 石油 地質 
Oppenheim, V. 

Alagoas o Yap feb et iyi Wh AL be 
b Slhimic LTE OMAM IEMA ROW 
CH XY te S LIRIK BW EO Riacho 
Doce sc 10: Ff & BEIER 3B HEHE Ck IESE 
(CWP OMRLE KC -KMF SLO 
D JERR ONE EIS 第 三 紀 選 に し て , 上 部 
PORE £ より な り , 化石 を 含有 を ず 
下部 層 は 始 新 期 に 忙し その 頁岩 は 湊 青 頁 


抄 70048) 岩 


A wR tn Th KR 


BIC LCA ERTLORV, BK 
LWWHROU AMIE OSE HAZE BGA 
に ょ れ ば , その 下部 層 に 石油 を 期待 し 得 
る も , COMIELL YU 多量 の 石油 を 産 す 
SPRL AAV UC MRBFROY 
FLERE 2 MILL LA FOE te Y QCB. 
Am. A. Petrl. Geol. 21, 299~310) 
CAA 
4981, {RRRREZBR Africa の 石油 Bell- 
uigi, A. 
Abyssinia |< (2 AIM wD fear E 
%, Abyssinian Plateau に は 石油 集中 に 
適 営 な る 構造 を 認め 得 ず 。 然るに Abyss- 
somaliland 7 Ji Jit fey] Jb Ae BM US Ye 
OG * 地層 の Amn 2S yh ICS 
営 な る 地域 と 推定 せら る 。 即 ち 常 地域 
(LPI OAC Arabia 南部 と 同様 に 
Fath Si, HORA Somaliland jc js 
Re eC 
SN & PAD REIS BAU Sb ee I RET BN 
et BE 
き は Migiurtinia-Somaliland @ yp fe yh 7% 
LETT TeEROLRMe LHS, (CB 
Am. A. Petrl, Geol,, 21, 293~298, 1937) 


CAA) 
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4982, ARBOR CS ees 
OAL) 近藤 清治 , 鈴木 信 一 

mina ot) vy RHEL UCHR 
火 石 及び ムラ イト より 成る る, 時 に 少量 
の 華 青 石 或 は 石英 及び クリ スト ベラ イト 
等 を 認め た り 。 低 滑石 型 カオ リン 素地 は 
A Ay LAE, HEA, a 9 4b ED 


RKC UCLY PF RVI RHF Az, 7 
リス トバ ライ ト , 右 英 等 を 含む ゃ の あり 
Bei y - ek YASTBMORMBELT VAP 
NFA PMO IC ABE ASE AK & BR S fe 
存在 せり 。 TETSU IC LARA EI 
ライ トト の 成長 良好 な る こと を 認め だり 6 
ee 


加 物 の 影 1 CEREBRO IS » 3) SWRI 
ie SA ta— 


ASSIS BSC Eat i Al He Hh IC ES し 種々 の 
Se BSP te Pa AR I D PE MIC Hite be 
Da RURIR YT RY WYENND BAER IS 
KL, ICTR A LICR HE ZA 
1 混合 せる 場合 の の 性質 を 檎 を せり 。 滑 石 70 
Yor WKED AY v29% ICH UC _LEE 
加 物 は 焼成 上 に 概ね 良好 な る 結果 を 示 し 
大 中 殊 に 酸化 コ ベ ル ト 及び 酸化 ニ = ニッケル 
は SK11~SK14 OPE REE Ae Ug 
tg 1i00~ 45%, Bile AY 1 49~442¢6 ee 
wade sabi ek 
SK11 CHAE IDE VS 滑石 35~302 
Wer 
を 漂 加 せる 素地 は SKLAICH CY BAM 
せ ず 。 SCM AER, PUY WEAR AE SAE 
TEICRETS BRREG~ VU, CUE SER 
40, 39~43, 1937) CAF PN) 
4984, Kaolinite, Dickite, Beide- 
llite RU Nontronite OMKAKR 
Ewell, R. H., Insley, H. 
等 者 等 は Kaolinite, dickite, beidellite 
及び Nontronite Bo} RIC HET HG 
Vo COMRCKVE AlygOs-Si0g 
Pe RIK & FEC IBA Lis 3 AFIS, 


i 321 b 


3LO°C (c#SC kaolinite を , 345~365° 
ICT dickite を 356°~390° ‘cjdc 
‘beidellite を 得 た り 。beidellite は 双 ka- 
olinite £ Y 390° 
叉 は boehmite Buea Wik rr k 
Y 350°~390° KP CHES SB, 350° KH 
て は y-alumina は 実 定 な る boehmite に 
BMLS, ERPRe (4 cristobalite i Xx* 
する る も , HMBF ABLES. 混合 Feo 
Og-Si0g ゲル は 340°~350° に 於 て 赤 
GAGE RU nontronite OIA WICBMET 9 
ALEE AD BALA, fibrolite, 2 1.77, ZENA 
及び 正 長 石 は 水 と 共に 350° 1c -+ A 
A> St Bibs, (Journ. Res. Nat, 
15, 173~186, 1935) 


に 於 て , y-alunimina 


Bureau Stand. 
CK 
94985, SARA FICKET PEIFABAEE. 久 
RAR=S5 

SAO CHC ERIKS { OAD V 
PEA D PELL し て 太子 の 組成 , 銅 の 
it Be OPM Rk is ok & WA opto 
ASCH L CHAN SLOKV, BK 
ESAS SAE AO, 試料 た は BG A 
JREE MIA FS AV st PR thd & Ui 
~ it To (hPL & FAO CGE FO 
MF OMVE A Bb Bei tie, 色 の 
URE, ZEEE D BARC O & FE 
=) COALHERE, 40, 173~174, 1937) 
Cir) 
4986, Bentonite の 定義 WHE, 

oP 46k UIE 4 D BEF IC BR L, Bento- 
nite (C’##E% HL~%e VY, bentonite な る 
46 HL BIC BE SLE ti } dk KR Wyoming 
WO Benton jHic Ae CHHTNE 


8k 71049) 


bb, CAE CH LCR BEY 
22M Lo 筆者 は bentonite & xa es 
火山 岩 の 分 解 物 に し て , その AR 
ESIC (KS bentonite 粗 が が 10 以上 な る も の 
を 調 ふ と 述べ た り 。 fi} bentonite oA 
WIDE & AI Yo CE 45, 200 
~206, 昭和 12 AEC KARI 


a # 


4987> AHRAROBRRIE TNE 

FA YV-HECK) Coke F2-—2 
Yipes seaeoxeveb, 更に コク ラム 
ANE EU ¥2 RE 
(ya 十 Y4) を 分 離し , ZE v1 Y2 及び Ys 
と 命名 を せり 。 叉 ター ル ピ ッ チ を 石油 テー 
FUMEZENRY Y-N LOPS WICK 
UCHR L, Ze Pri» Pyo, Pyg 2 
Yo 前 者 の 石炭 より 抽出 そる 11 ROR 
者 の Pry (SEIC HARB GIC LT, 他 は 
MCRAE RS o 元素 分 析 の 結果 , Y ュ 1, 
y2 RU 13 & Pri, Pre RO Pys と 比 
KIS, 後者 は 前 者 ょ より も 炭素 の 含有 
量 多 けれ どる も , 水素 及び 酸素 の 含有 量 少 
し 。( 製 鐵 150, 58~64, 昭和 L1 ACK RR) 
4988, 石炭 より 吸 准 炭 の 生成 KARZ 
ho 

SLO Fine A BL, 結合 漠 を 用 る ゐ ちず 
LC Ze Fad FIC RAL, eth AKRAM 
(C CHRIE F SARAM Bie を 得 れ ども , こと 
の 際 成 型 せ ず し て 高度 の 活性 炭 を 生成 す 
Skit RELA GE Y 9 研究 結 果 に 信 
れ ば 最も 適 韻 な る 原料 は 灯 結 力 小 な る 右 
RIC し て , 炭化 後 適 営 な る 知 結 力 を 有 す 
る も の な り 。 訪 化 温 度 の 及 喜 は 最 切 の 炭 


紗 72C50) 


a ti Bi i wh ik B® 


EER = FA te SIRE O 4 OU bir 
BBO 炭化 温度 は 4809C を 最適 と す 。 

(Journ, Soc, Chem. Ind. 55, 223T, 1986) | 
CK) 

4989, S@2ABRe “AANA 

Ax ine FH UL SEINGYL & BCS BNET SE IK HA 
WL, Spe oOW Rt FBS, WA 
Hao WA, HAR ek V 
な り , SEKRWOTPSAM CK Bs ox 
EDLY 5 POMS AM AIC HST る 2m 
Jat ERS, MEIC 1m に 満た を ず , LOM HE, 
RBs tsb TS. PAIR OF — BA 
埋蔵 量 は 沙 器 洞 炭 塊 15 BSH, 南下 洞 炭 
Si 17 BERL, AAU id 90 SERB S YS ( 滴 鐵 地 
AA BER 87, 27~37, C1936) FA) 
4990. RRABWRALRREORER 
門田 重行 。 

Be LRM SE Vee BES ERS & BEE © 
見 込み ある 地 臣 は 沙 家 屯 , HAAR, FH ANTE 
PER HO SURE te Vo 

Veet BD WE IC Wb = Tat 28 
REKCHEDRCHSAM= KARAM AIC 
BS SeMe LIPMEMO PA a 
FEE FH. VERROVES (LIZ 15m 以 
AIC UC 基 の 厚 さ は 25cm~60cm Fic 
lm 323 _ JOM Fe Lik & Ye 
Ae: 泥炭 層 , AAR OME Vg 

本 地 泥 炭 は 何れ 灰分 多く , WO 同定 
ARMORED ICE UC, 泥炭 と し て 良 
質 の も の と 認め 難し 。( 滴 鐵 地 質 調 査 所 報 


告 , 87, 15~26, 1936 う (方 肉 〕 
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4991, YL YAW ST AHHOBAYN 
調査 法 松澤 優太 郎 。 

本 法 は 借 人 Schlumberger HOP, 
に ょ つ で 癌 見 せら れ た を 方法 で その 原理 は 
WIE VEE FERICHT S 
SIE A OE RIG R UEFA © Ph te 
VIPER IC & OCHRE S 3 SIE BRE Or 
差 を 測定 する 事 に ょ り , FipbhseoSny 
ROE, 基 の 位置 及び 厚 き 等 を 正確 に 
HWS SHE SC aT PREC KOCH 
た る 人 不 完 全 な る 資料 を 補足 する に 非常 に 
便 な り , RBC ASIFACKRG O24 
BS, VL BE, 出水 箇所 , 地層 の 傾斜 , SIF O (eH 
和 斜 角度 及 傾 斜 方 位 の 測定 , SIA O bbe 
RA ORM, 7 vy FT OLE FILE IC 
SHEA bS CHGS RM 53, 125 
142, 19387) UIE) 

4992, FRNA ORRICK Nb 
Tit o 

KS RGR F 48 I © Pid BUY RIC BSE B Wd 
FO 5S SMW OLO LWA, 東 
WH EOL ODER, 更に 基 束 の も 
Oe ihe eS. FRAO HCH り 
CIA e RSE L, RAD IC BEC EH, 
WABI & FF OC % OSGI IK BA ELC FE 
細 な る 癌 察 を 行 へ り 。 (地球 , 27, 173~ 
182, 1935) Crs BF) 
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